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ごあいさつ

戦後最大といわれる経済危機のただ中にあって、私たちは世界がボーダレス化することの持つ、

さまざまな側面を発見しつつあるように思います。日本の深刻な不況がアジア諸国の、ひいては世

界の危機に否応なく直結することを実感させられたように、一方で経済領域での世界の一体化は

日に日に強まっていると言えましょう。

しかしまた一方で、ボーダレス化が逆に、固有の文化を覚醒させる契機ともなりうる事実を私た

ちは日の当たりにしています。国民国家の枠組みが変容しつつある中で、地域の独自性と世界性

は矛盾しないばかりか、むしろ緊張感を黎んだ創造的な関係であることが認識されはじめようとし

ています。

その意味では、私たちにとって真の伝統文化とは何であったかを改めて間うことによって、この

国のアイデンティティを掘り起こし、再構築してゆく作業が今、必要とされているように思われます。

広い視野からの検討を通じて自らの文化を見つめ直し、瑞々しい創造力の回復に繋げていくこと

こそ、私たちが緊急に取り組むべき課題といえるかも知れません。

私ともセゾン文化財団では、文化芸術の創造に携わる方々、また文化芸術の育成、振興、国際

交流を目的とする活動に対し、今後とも積極的に支援を続けて参る所存です。何卒、皆様方の一

層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

1998年 10月

理事長

堤 清二



Preface

In the midst of what is called the worst economic crisis in Japan since World War II, we have

gradually become aware of the various meanings that lie in the diminution of the world's
boundaries. On the one hand, we have experienced how the serious depression in Japan may

directly affect neighboring Asian countries and areas and therefore provoke a world crisis,

which indicates how the world is becoming one and undivided in the area of economics.

At the same time, however, we have discovered that the diminution of boundaries may also

serve as a stimulus to awaken indigenous cultures. As the conventional framework of the

idea of a nation changes, the relationship between localization and globalization, which
were once considered as an incompatible set of concepts, are now being recognized as hav-

ing the potentiality to become a creative and exciting bond.

It is necessary for us, therefore, to embark on the process ofuncovering and reconstructing

an identity ofthis country by questioning ourselves what has been our real traditional cul-
ture at this particular stage in history. It is our mission to re-examine, with a sense of ur-
gency, our culture from a wider perspective and thus recover a fresh and ener6ietic kind of
creativity.

The Saison Foundation will continue to devote itselfto support those who take part in the

creation and promotion ofarts and culture, and to those involved in international cultural
exchange activities. Your continuous understanding and support are greatly appreciated.

October 1998

Seiji Tsutsumi
Chairman



事業概要

助成事業

現代演劇、現代舞踊の領域における活動を対象に公募し、助成および

スタジオ提供を行う。

A創造環境整備プログラム

A・ 1創造環境整備活動

演劇・舞踊界のシステム改善、人材育成、ネットワークの構築など芸術創

造を支える環境の整備を目的とした調査・研究、ワークショップ、会議、シ

ンポジウム等の企画に対し、企画経費の一部を助成 (50～ 100万円)お

よび会場としてスタジオを提供する(スタジオ提供のみの場合あり)。

[研究助成]

研究については以 ドのテーマを重視する。

I.我が国の現代演劇・現代舞踊界を活性化させるための政策提言 (2

年間研究、300万 円)

H.ケーススタデイ:舞台芸術の質的向上/革新に対してどのような支援策

が過去に有効であったか (1年 間研究、100万円)

IIlケーススタデイ:世界をリードする現代演劇・現代舞踊界の才能はどの

ようにして育まれたか (1年 間研究、100万円)

A‐2アーツマネジメント留学・研修

国際的視野を持ったアーツマネジャーの養成、日本でのアーツマネジメン

ト教育の普及を目的とした海外への留学・研修に対し、100万円を上限に

留学資金の一部を助成する。対象は、芸術経営/運営の専門家として

3年以上の職歴があり、海外の大学もしくはそれに準ずる専門教育機関

への3ケ月以上の留学が内定している者。

[コロンピア大学フエローシツプ]

米国コロンビア大学ティーチャーズカレッジ(大学院)アーツアドミニストレー

ションプログラムヘ 1年間派遣する。対象は、芸術経営/運営の専門家と

して3年以上の職歴、同大学院の修士課程を履修する能力・語学力が

あり、帰国後に留学の成果を活かし国内の演劇・舞踊の振興に寄与す

る意欲と長期的展望を有する者。当財団は大学内に国際奨学生受け入

れのための基金を設置、大学から学費、生活費、住居費を含む奨学金

が支給されるほか、準備金として100万円を支給。

B芸術創造プログラム

B・ 1芸術創造活動 I

演劇界・舞踊界での活躍が期待される若手の芸術家/芸術団体に対し、

経常費を含む年間の活動経費の一部を助成および希望者にはスタジオ

を提供する。原則年400万 円を3年間継続助成。対象は、中請時点で

過去3回以上の公演実績があり、活動歴が15年未満の個人/団体。た

だし、個人の場合は将来的に団体の設立を目標としていること、プロ

デュース団体の場合は中心となる芸術家 (演出家、脚本家、振付家)が

固定していることを前提とする。

B‐2芸術創造活動Π

国際的な活躍が期待される芸術家/芸術団体に対し、経常費を含む年

間の活動経費の一部を助成および希望者にはスタジオを提供する。原

則年800万円を3年間継続助成。対象は、「芸術創造活動 I」 の助成

期間を終了した者に限定。ただし、1998年度までは「芸術創造活動 I」

の申請者より選考する。

C国際交流プログラム

C‐ 1国際交流公演活動

国内の芸術家/芸術団体の海外公演、海外の芸術家/芸術団体の招

聘公演に対し、公演経費の一部を助成 (100～ 300万 円)および希望者

にはスタジオを提供する。対象は、公演の主体となる芸術家/芸術団体、

または公演をプロデュース(マネジメント)する個人/団体。ただし、招聘

公演の場合は日本側の受け入れ先が確定していることを条件とする。

C‐2国際共同創造活動

国内外の芸術家による共同創造公演やその過程で行われるワークショッ

プ等の企画に対し、企画経費の一部を助成(100～500万円)および希望

者にはスタジオを提供する。対象は、企画の主体となる芸術家/芸術団

体、または企画をプロデュース(マネジメント)する個人/団体。

特別助成

当財団の理事および評議員から提出された案件の中から採択する非公

募プログラム。既存の芸術・文化。学術領域や国家の枠を超えた創造活

動、学術交流活動に対し助成する。

自主製作事業

自主製作事業として、演劇の招聘公演やシンポジウム、ワークショップ、セ

ミナーなどを主催する。

I
現代演劇。舞踊助成



Program Outline

GRANT PROGRAMS

Contemporary Theater and Dance Grants

The Saison Foundation awards grants and/or provides the
Foundation's rehearsal studio (Morishita Studio) space for the fol-
lowing activities in the field of contemporary theater and dance.

A. Creative Environment lmprovement Programs

A-1. Creative Environment lmprovement Program
Grants are made and/or rehearsal studio space are provided to vari-
ous activities concerning contemporary Japanese theater and dance,

such as research, study, publication, human resource develop-
ment, conferences, symposiums, etc. Range of grants: Y500,000 -
Y1,000,000.

[Commissioned Research Project]
The Foundation encourages the following research projects:

I. Policy proposals to enhance the contemporary theater and dance

environment in Japan (Y3,000,000 for a two-year research project)

II. Case studies of effective support policies in the history of per-
forming arts (Yl,000,000 for a one-year research project)
III. Case studies of how the talents of leading artists in the field of
contemporary theater and dance were developed (YI,000,000 for a
one-year research project)

A-2. Arts Management Study Program
Grants are made to professional arts managers/administrators in
Japan who wish to study abroad at universities and/or other aca-
demic/professional institutions. Range of grants: Yi,000,000 maxi-
mum.

IScholarship at Teachers College, Columbia University]
A professional arts manager/administrator selected by the Founda-
tion will be sent for a year to the Program in Arts Administration at
Teachers College, Columbia University in New York. Scholarship
includes tuition fees and living expenses, which will be provided by

the University from the Foundation's scholarship fund and an addi-
tional Y1,000,000 for preparatory expenses.

B. Artistic Creativity Enhancement Programs

B-1. Artistic Creativity Enhancement Program I

Grants are made to promising Japanese theater and dance compa-
nies with a history of less than fifteen years. Grants are awarded at a

range of Y4,000,000 per year for three consecutive years, with no
usage restrictions. Opportunities to rent Morishita Studio are pro-
vided upon request.
B-2. Artistic Creativity Enhancement Program ll
Grantees are selected among the companies who have completed

the B-l Program. Grants of Y8,000,000 per year are awarded for an-
other three years. Studio rental opportunities are also available.

C. I nternational Prog ra ms

C-1. lnternational Performance Program
Grants are made to performances held abroad by Japanese artists
and companies, and to domestic performances by visiting foreign
artists and companies. Range of glrants: Y1,000,000 - Y3,000,000.
Studio rental opportunities are also available.
C-2. lnternational Collaboration Program
Grants are made to international collaborative activities, such as
performances and workshops, with Japanese theater and dance art-
ists and companies. Range of grants: YI,000,000 - Y5,000,000. Stu-
dio rental opportunities are also available.

Special Project Support Grants

The Saison Foundation provides financial support to cultural activi-
ties outside the field of contemporary theater and dance. The objec-
tive of the grants is to support activities including creative and aca-
demic exchan6ie which transcend the conventional frameworks of
arts, culture, academic discipline and nationality. Crants are awarded
to organizations and./or individuals recommended by the Board of
Directors and Trustees.

SPONSORSH:P PROGRAMS

The Saison Foundation sponsors international performances, sym-
posiums, workshops, and seminars.
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助成事業

GRANT PROGRAMS



現代演劇・舞踊助成
ConterTlporary Theater and Dance Grants

助成対象38件/助成総額99,000,000円
38 Grantees/Total apprOpriations:¥99,000,000

基本的な考え方―  「最初の10年」を終えて

本年度、当財団は設立10周年を迎えた。振り返るとこの間、殆ど毎年

のように新しい助成プログラムの開発、既存のプログラムの修正、プログ

ラム体系の変更が重ねられてきている。詳しい経緯については巻末に年

表の形でまとめてあるのでご参照頂ければと思うが、申請される方々に

とっては、募集要項が毎年変わる落ち着かない10年間であったかもしれ

ない。

助成財団にとって最初の10年間は、自らの存在意義を深いレベルで

問い、明確なアイデンティティを確立していく重要な時期だといえる。当財

団においては、まず当面の主な対象領域を舞台芸術分野と設定したうえ

で、とくに現代性をもった表現、若い世代の才能、作品や活動の国際性

を重視することなどが確認された。また、1990年前後の企業メセナブー

ムや、公共ホールの建設ラッシユなどを受け、当財団はむしろ(I)創造

する側のニーズに基づき、作品発表より創造プロセスに比重を置いた支

援を行うこと (Ⅱ )演劇・舞踊界の構造的問題に着目し、創造活動を取

り巻く環境の改善を企図した支援を行うことを基本方針とした。さらに、

助成財団の特長を活かして、1回限りの助成から複数年にわたるコミット

メントヘ主軸をシフトし、支援内容も資金提供のみに留まらず、場所や情

報の提供を加えた複合的なものとしていくこととした。当財団の助成プロ

グラムは、このような考え方の進展にしたがって、これを織り込みながら絶

えず変化してきたのである。

もともと助成プログラムとは、助成の対象や方法を具体的に記述したも

のであるが、当財団ではとくに二つの側面からこれを位置づけている。

第一にプログラムは、目的を達していくために当財団が選択したアプロー

チを示すものである。すなわち「現代演劇・舞踊の分野において、革新

的で質の高い表現が生み出されていくためには、限られた資源をどのよ

1997年度現代演劇・舞踊助成の概況 (I)
Contemporary Theater and Dance Grants,1997(!)

うな指針に沿って配分すればより効果的であるか」という設間に対する解

である。ただ、解とはいっても唯一絶対のものがあるわけではない。頂上

は一つでも幾つもの登山ルートがあり、天候や装備など条件によって取る

べき道が違うのと、これは同じことである。登山者によって向き不向きもあ

るだろうし、状況によっては「急がば回れ」という判断も取り得るだろう。当

財団では現在、芸術団体や交流事業に直接助成するアプローチ(たとえ

ば「B芸術創造」)と、どちらかといえば全体的な基盤作りに助成する間

接的なアプローチ(たとえば「A創造環境整備」)とに大きくプログラムを振

り分けているが、どのようなアプローチが本当に有効であるのかは、十分

な時を経てからでないと判定できない。その意味で助成プログラムとは、

将来きちんとした評価が行われるまで仮説であり続けるのである。

第二に、プログラムには、社会に向けての提案としての意味がある。

登山の例でいえば、同じ頂上を目指して登っているのは当財団だけでは

なく、政府や地方自治体、メセナ活動を行う企業などがある。そのときに、

リスクを負って新しいルートを開拓するのは民間財団であるわれわれに課

せられた役割のひとつであろう。もしそのルートが有効なものとして認知

されるなら、将来多くの登山者によって利用されることとなるに違いない。

これは、資源が必ずしも潤沢とはいえない民間財団にとって、活動のイン

パクトを高め、助成の効果を増幅させる方途でもある。当財団が行って

きた新しい支援策
―
複数年にわたる運営助成、「森下スタジオ」にお

ける稽古場の提供、アーツマネジメント留学研修など―
に込められた

メッセージは、現在徐々にではあるが、各方面で受け取られつつあるよう

にも感じられる。

当財団のプログラムは、おそらく次の10年もまた変化を繰り返していく

であろう。しかし、逆説的なようであるが、これは首尾一貫した活動を希

求するがゆえである。今後も厳しい眼で見守って頂ければ幸いである。

プログラム
pro9rams

●

r)芸術創造プログラム
「
口ヽ ART!SIIC CREAIiVITY ENHANCEMENT
L_′ PROGRAMS

/~｀ 国際交流プログラム

、 ´

NTERNAT10NAL PROGMMS

A-1

創造環境整備活動
Creative Envlronment

lmprovement Program

A‐2
アーツマネジメント留学・研修
Ans Management
箕udy Program

B‐ 1

芸術創造活動 I
Arti“ ic Creativity

Enhancement Program l

3‐2

芸術創造活動Ⅱ
A"istic Creativity

Enhancement Program ll

C‐ 1

国際交流公演活動
international

Performan(e Program

C-2
国際共同創造活動
lnternational

CoHaboration Program

合計

total

申請件数
number of
applications 38 9 69 4 50 36 206

助成件数
number of
grants made 12 2 4 4 11 5 38

助成金額 (¥)
grantsin yen 11′ 500.000 7′ 500,000 16′ 000′ 000 32,000,000 22′ 000,000 10,000,000 99,000′ 000
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Principles on the Saison Foundationt Grant-making
Activities: After the First Decade

The Saison Foundation celebrated its tenth anniversary in 1997.

During this past decade, grant programs were newly established and/
or constantly modified almost each year, which is recorded in detail
in the chronological table at the end ofthis annual report. (ln other
words, it was perhaps a decade during which our applicants were
kept restless due to such frequent changes.)

The first decade was extremely important for the Saison Founda-
tion as it was a period during which the Foundation searched for its
raison d'etre and endeavored to establish its identity as an organiza-
tion. Within the first few years, the Foundation recofnized the per-

forming arts as its major area of support for the time being, espe-

cially the works belonging to contemporary expression, the young
talented artists, and the international aspects of the works and ac-

tivities related to this particular field. Around in 1990, when corpo-
rate support to the arts expanded widely and the number of newly
built public halls increased dramatically in Japan, the Saison Foun-
dation decided that its principles for grant-making would be: (1) to
support the creative process rather than stage performances, in or-
der to meet the demands of the artists; and (2) to support the im-
provement of the environment surrounding artistic activities in or-
der to cope with the structural problems within the theater and dance

communities. Furthermore, the Saison Foundation put to use its
advantage as a private grant-making foundation by shifting its em-
phasis ofsupport from project-only grants (i.e., support to stage per-

formances), to long-term grants. In addition to awardin! grants,

the support structure of the Foundation also became more system-
ized by providing rehearsal space and information as well to its grant-

ees. Modifications in the grant programs during the first decade were
made to carry out such support policies.

Generally speaking, precise descriptions on the area of where
grants will be made and the methods of assistance are clearly stated

in a foundation's grant programs. In the case of the Saison Founda-
tion, the following two perspectives have been essential in deter-
mining these factors.

First of all, grant programs represent the means selected by the
Foundation in order to achieve its goal. In other words, grant pro-
grams are answers to the question on how limited resources should

be appropriated to produce innouatiue ond high quality artistic ex-
pression in the fields of contemporary theater and dance. However,
there is no single absolute answer to this question. Consider moun-
tain climbing as an example. Although there is one single summit,
there are several trails that lead to it, and circumstances such as

weather, equipment and the climbers' physical condition will deter-
mine the best route. A detour route may at times have to be selected
to reach the summit successfully. At present, the Saison Founda-
tion has two tentative answers to the previous question. One is an
approach that directty supports art organizations, i.e., theater and
dance companies, and/or exchange activities, such as the
Foundation's Artistic Creativity Enhancement Programs. Another
is an approach that indirectly supports the community as a whole as

in the Creative Environment Improvement Programs. Frankly speak-
ing, it is too early to determine which one of these two is more effec-
tive. In this sense, grant programs remain as forms of hypotheses
until they are properly evaluated.

Secondly, the Foundation considers grant programs as proposals

that are made to the society on new means to achieve a certain goal.

fu in the example of mountain climbing, the Saison Foundation is
not the sole climber; central and local governments, and private
corporations actively supporting the arts, are also trying to reach
the summit. fu a private foundation, we acknowledge that it is one

of our social roles to take risks and explore new routes to the sum-
mit. If a newly discovered route is recognized as a successful one,
many climbers will take it in the future. In this manner, private
foundations with a limited budget may increase the impact of its
activities and also its effects of grant-making and support at the same

time. The messages implied within the newly explored means of the
Saison Foundation - such as its multiple-year support to theater
and dance companies, providing opportunities to use its Morishita
Studio in Tokyo for rehearsals, and its overseas scholarship program

in arts management - have gradually been accepted by others in
related fields.

The grant programs of the Saison Poundation are likely to change
again during the next decade. Paradoxical as it may sound, these
changes will be made to pursue the most important goal of the Foun-
dation consistently as possible: to find the best route to reach the
summit.

1997年度現代演劇・舞踊助成の概況 (‖ )
COntemporary Theater and Dance Grants,1997(‖

)

0(%) 20 40 60 80 100

申請件数
nunぅ ber of applicatiOns

助成件数
number of grants rnade

助成金額
grants

A創造環境整備プログラム
Creative Cnvironment improvement Programs

B芸術創造プログラム
ArtiStiC Creativity Enhancement programs

C国際交流プログラム
lnternationai prograns

228

36.8

192

35.4 418

21.1 421

48.5 32.3
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当プログラムでは本年度も当財団の数年来の

テーマである「現代演劇・舞踊界のインフラストラ

クチャー作り」に貢献しうる事業であることを要件

とし、97年度採択事業として13件、昨年からの

継続分1件とあわせて14団体/個人に対し支援

を行った。

A‐ 1創造環境整備活動の対象となる活動形態

は、ヮークショップ、シンポジウム、調査・研究、出

版など多岐にわたるが、今年度は研究助成以外

の助成対象8件の内、7件がワークショップ関連

の事業となった。またその内4件は昨年度からの

継続である。申請件数、助成対象事業とも、特に

ダンスのジャンルにおける人材育成を目的とした

継続的なワークショップや研修事業が多く、その

内容の充実度とともに教育機会に対する需要の

高さが浮き彫りとなった。基本的に主催者が会場

を確保できていないケースについては森下スタジ

オを提供し、自らの拠点で行うものについては資

金提供を行うこととしているが、本年度は4件のス

タジオ利用があり、ヮークショップ会場として森下

スタジオが活況を呈した感がある。

本年度新たに助成が決定した安部公房スタジ

オ・プロジェクト
[97は、米国コロンビア大学ドナル

ド・キーンセンター他で開催された“The Kobo

Abe Commemoration"(当 財団95、 96年度特

別助成対象事業)に端を発する企画で、安部氏

の演劇人としての側面に焦点を絞った没後初の

企画である。3週間の期間中にワークショップ、シ

ンポジウム、フィルムL映、公演、レクチャーなど

様々な催しが実施され、若い世代の参加者も多

く盛況を博した。

今年で2年目を迎えた指定テーマに基づく研

究助成は、水準の高い応募が多く、公的支援に

論点を絞った笹井宏益氏 (国立教育研究所生

涯学習研究部所属 )、 ドイツ語圏の事例を中心に

据えた菅原美佐氏 (東京都立大学大学院博士

課程 )、「舞踊地図のボーダレス化」をキーワードと

した伊藤恭子氏 (舞踊評論家)の 3氏が独自の

切り口と研究実績を評価され採択された。研究

助成の成果に関しては当財団のニュースレター

『viewpoint』 にて、各氏の要約を順を追って掲

載して行く予定である。

A‐2アーツマネジメント留学。研修では、法律

家による芸術支援の総合研究を目的としている

福井健策氏(弁護士)の米コロンビア大学法学大

学院への留学に対して、留学経費の一部に対し

支援を行った。コロンビア大学奨学生 (98年度留

学 )については、幅広い制作経験を持つ奥山緑

氏 (山海塾制作 )の派遣が決定した。

′
Γhe Creative lEnvironrnent lmprovernent

PrOgrarns are intended to assist proJects con―

tributing tO the construction and prornotion of

infrastructures for contemporary theater and

dance cornrnunities,、へ,hich has been one ofthe

Saison Foundation's target gOals for the past fe、 へ,

years.In 1997,thirteen artists/organizations

were a、
～
arded grants"om this program.

The A-l Creative Environment lnlproveinent

Program is designed to support various activi―

ties suchぉ workshops,symposiums,suⅣ ey and

research prOJects,and publications.Among the

thirteen grantees,seven out of eight non― re―

search projects,including bur grantees who

received continuous grants for h″ o or three years

in a ro、
～
,,、、,ere、vorkshop― related.′「he nurnber

of、″orkshops and training sessions,especially

、,ith the purpose ofdeveloping hurnan resources

in the dance communi″ On a COnSeCutiVe ba―

sis,、へ,ere outstanding even at the application

stage.Thisね ct indic■ esthe strong demand br

OppOrtunities to receive education in the field.

M/1lile those who have their olwn working space

or、vere able to book studios in order to hold

、″Orkshops、″ere given financial support,the

卜′10rishita Studio,o、 、,ned by the Saison Founda―

tion,was used rnainly by grantees、 vho、vere not

able to secure ventles for such proJects,includ―

ing four who were involved in organizing work―

shops.

One ofthe newly selected grantees was the

KOBO ABE STUDIO PRC)JECT'97 that initially

started as``1｀he Kobo Abe Cornrnenloration"

(grantee Ofthe Special ProJect Support Grants

lor 1995 and 1996),whichwas held atthe Dondd

Keene Center for Japanese Culture at Colurn―

bia University in New York.The 1997 proJect

、,as the first event to focus on Kobo Abe as a

theatrical person after his denlise.ヽ Vorkshops,

synlposiurns,1lnl sessions,theatrical perfor―

rnances,and lectures、へ,ere held during the three

、、,eeks of tlle prOject and attracted a large audi―

ence including those、″ho、へ′ere too yOung to see

Abe's works during the artist's lifetime.

The applications for the commissioned re-

search project grants, which started last year,

were all notable, and among them, three were

chosen as grantees: HIROMI SASAI, Chiefofthe

Research Department of Lifelong Learning,
National Institute for Educational Research of
Japan, whose project was focused on research-

ing public support programs in Europe and Ja-

pan; MISA SUGAWARA, who is currently attend-

ing a doctoral course at the Tokyo Metropolitan

University, proposed to study the art support
programs in German-speaking nations; and

KYOKO ITO, a noted dance critic who under-

took a research project on the phenomenon of
boundaries disappearing from the dance com-

munities of the world. The three grantees were

selected for the originality oftheir research plans

and their past achievements in research activi-

ties. Results of the research projects have been

and will be made public through the
Foundation's newsletter titled uieryoint in a
summarized form.

In the A-2 Arts Management Study Program,

KENSAKU FUKUI, an attorney-at-[aw, was

awarded partial financial assistance to attend the

Columbia University School of Law in order to
pursue studies on support provided by lawyers

to the arts in the U.S. Midori Okuyama, an ex-

perienced arts administrator and presently the

company manager of the Sankai Juku dance

troupe, will study as a scholar at the Program

in Arts Administration at Teachers College, Co-

lumbia University, under the Foundation's
scholarship program in fiscal year 1998.
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A‐ 1

創造日境整備活動
助成対象12件/助成額11,500,000円

Creative Environmentlmprovennent Prograrvl
12 Grantees/Total appropriati(〉 ns:Y ll′ 500,000

■ワークショップ・教育活動
VVorkshop and educational activities

国際舞踊夏期大学

国際舞踊夏期大学

97年 8月 3日 ～15日

東京 (森下スタジオ)

1,000,000円   スタジオ提供34日 間

:NTERNAT!ONALSUMMER SCH00L OF
DANCE
lnternational Sumrner School of Dance

Au9ust 3-15,1997
Tokyo(Morishita Studio)

¥1,000,000  Studio rentali 34 days

舞踊資源研究所

公開ワークショップ「身体夏の学校」施設自力建

設。参加者受入援助

97年 7月 1日～98年 3月 31日

山梨 (白州町)

1,000,000円

DANC[RE50URCES ON EARTH
Surnrner VVorkshop`′ BOdy VVeather School′ ′

Facility Construction,Support for Partici―

pants

」uly l′ 1997-ヽ4arch 31,1998
Yamanashi(Hakusyu)
¥1′ 000′ 000

安部公房スタジオ・プロジェクト
197

安部公房「演劇の仕事」ワークショップ/シンポジ

ウムル クチャーの開催

97年 9月 7日 ～27日

東京 (森下スタジオ、草月会館会議室)

2,000,000円  スタジオ提供10日 間
AB[KOBO STUD:O PRO」 ECT'97
Abe lく obo′The VVork of Theateri VVorkshop′

Syrnposiurn′ Lecture and Filrn

September 7-27′  1997
Tokyo(Morishlta Studio′ Sogetsu Kalkan)

Y2,000.000  Studio Rental:10 days

演劇研究室「座」

演劇研究室「座」による俳優養成講座

97年 6月 1日～98年 5月 31日

東京(演劇研究室「座」稽古場、区民センター他公

共施設)

1,000,000円

ZA● LA30RATORY OF PLAY
VVork Shop by Za● Laboratory of Play

June l′ 1997-May 31′ 1998
10ky。 (Za Studl。 ′SeVeral publiC VenueS)

¥1′ 000,000

東京ダンス機構

PASダンスの学校98

ABE KOBO STUD10 PROJECT'97

DANCE RESEARCH TOKYO′ ′Performing Atts System″

98年 5月 1日 ～31日

東京 (森下スタジオ)

スタジオ提供31日 間

DANCE RESEARCH TOKY0
Performing Arts System

May l-31, 1998

bkyo(Morishita Studlo)

Studio Rental:31 days

ダンス普及連絡会

ダンス普及連絡会Presents「Various Dance

Workshop Session」

98年 5月 1日 ～9日

東京(森下スタジオ)

スタジオ提供9日間

DANCE COMMUNITY COALITiON
Dance Community Coalition Presents
″
Various Dance VVorkshop Session′ ′

卜vlay l-9′ 1998

Tokyo (tr/orishita Studio)
Studio Rental: 9 days

勅使川原二郎+KARAS
KARAS WORKSHOP
97年 9月 1日 ～98年 8月 31日

東京 (KARASス タジオ)
1,000,000円

SABURO TESHIGAVVARA+KARAS
Karas Workshop
September l,1997-August 31′  1998
Tokyo(Karas Studio)

¥1′ 000,000
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■保存活動
PreSeⅣ ation pЮledS

現代演劇ポスター収集・保存。公開プロジェクト

「現代演劇ポスター収集。保存。公開プロジェクト」
の1997年度活動
97年 6月 1日 ´ヽ′98年 5月 31日

京都、神戸、東京、水戸 (元明倫小学校、神戸アー

トビレッジセンター、世田谷パブリックシアター、水

戸芸術館現代美術ギャラリー)

1,000,000円

THE M(3)DERN THEATRiCAL POSTERS
COLLECT:ON PRO」 [CT
The Modern・Theatrical Posters Collection
Proled 1997

」une l′ 1997-ヽ4ay 31` 1998

Kyoto′ Kobe′ Tokyo,Mito(Former Meirin
Elernentary School,Kobe Art Vi‖ age Centet

Setagaya Pubiic‐ Theatre,Mito l⊂ ontenlporary

Art Ga‖ ery)

¥1′000,000

テーマ I:

わが国の現代演劇。現代舞踊界を活性化させる

ための政策提言

Policy propOsals to enhance the contempO―

rary theater and dance environrnent in

Japan

衛紀生

96年 6月 1日 ～98年 5月 31日

東京、仙台、金沢ほか

3,000,000円 (97年 度助成額 :1,500,000円 )

NOR!O El
」une l′ 1996-May 31,1998
Tokyo′ Seidal′ Kanazawa′ etc.

¥3,000′ 000(¥1.500′ 000 in 1997)

テーマ I:

舞台芸術の質的向上ノ革新に対してどのような支

援策が過去に有効であつたか

case studies of elLFective supp。「tp。
licies in

the history of perorming arts

笹井宏益

97年 7月 1日 ～98年 2月 28日

パリ、フランクフルト、ヘルシンキ、ウィーン、フk戸、

東京

1,000,000円

H!ROM!SASA:
July l′ 1997-February 28.1998
Paris,Frankfurt′ Helslnki′ Vienna,Mito′ Tokyo

Yl,000′ 000

菅原美佐

97年 6月 1日 ～

ウィーン、ザルツプルク、ベルリン

ンハイム、ヴァイマール

1,000,000円

M:SA SUGAヽ A′ARA
」une l,1997-Apri1 30′ 1999

Viennar Salzbur9′ Berlin′ Harnburg′ 4ヽannhelrn′

へヽ/eimar

Yl′ 000′ 000

テーマⅢ:

世界をリード
゛
する現代演劇。現代舞踊の才能は

どのようにして育まれたか

case studies of how the talents ofleadin9

artistsin the field of contemporary theater

and dance、″ere developed

伊藤恭子

97年6月 10日 ～

パリ、オルレアン、エクス・アン・プロヴァンス、エッ

セン、フランクフルト、ハンブルク、フライブルク、

ミュンヘン、ヴッパタール、シュトゥットガルト

1,000,000円

KYOKO:TO
」une 10,1997-[)ecember 31′ 1998
Paris,(1)rleans′ Aix― en― Provence′ Essen′

Frankfurt′ Hamburg′ Freiburg,Munich′

VVuppertal′ Stuttgart

¥1,000,000

A‐2

アーツマネジメント留学・研修
助成対象2件/助成額7,500,000円

Arts Management Study Program
2(3rantees/Total appropriations:Y7,500′ 000

福井健策

米コロンビア大学法学大学院への留学 (法律家

による芸術支援の総合研究 )

97年 8月 1日 ～98年 5月 31日

ニューヨーク(コロンビア大学大学院 )

1,000,000円

KENSAKU FUKUl
Study of Legal Aids for Artists and Att Laws

at Columbia University School of Law
August l′ 1997-May 31, 1998

New York(Columbia University School of Law)

¥1,000′ 000

■コロンビア大学フェローシップ
Scho:arship at■ eachers College,colunlbia
University

吉本光宏

1997年度留学

97年 9月 1日 ´ヽ́98年 7月 31日

ニューヨーク(コロンビア大学ティーチャーズカ

レッジ)

6,500,000円

MITSUHIRO YOSHIMOTO
Forthe year 1997

September l′ 1997-July 31, 1998

New York(Program in Arts Administration′

TeaCherS CO‖ ege,COlumbla UniVerSity)

¥6′ 500′ 000

芸術団体に複数年度の運営助成を行う当プロ

グラムでは、昨年度より団体のキャリア別にB… 1

芸術創造活動 Iと B‐2芸術創造活動 Iの 2段階

に分け助成金の交付および森下スタジオの提供

による支援を行っているが、本年度は新たにB-1

の助成対象となったダンス・カンパニー、H・アー

ル・カオスを含め、B‐ 1と B‐ 2それぞれ4件ずつの

計8件に対して助成を行った。

H・アール・カオスは振付の大島早紀子氏とダン

サーの白河直子氏により1989年に設立された女

性ダンサー中心のダンス・カンパニーで、当財団と

しても、94、 95年度の2度にわたり国内公演に対

する助成を行って来た。近年特にその緻密な振

付と巧みな構成力、またダンサーのテクニックを評

価する声が高く、作品の質、活動の幅ともにレベ

ルアップしてきている時期であることから、将来性

や助成の適時性が考慮され助成が決定した。

助成初年度の今年は初の大規模な海外ツアー

(北米8都市20公演)を実施し、大きな反響を得た

様子である。

助成継続の団体に関しても、演劇企画集団

THE・ GAZIRAの鐘下辰男氏が第32回紀伊國

屋演劇賞の個人賞、第5回読売演劇大賞の大

賞と最優秀演出家賞を受賞、青年団が青年団

プロデュース十月の岬プロジェクトとして、作品「月

の岬」で読売演劇大賞の作品賞を受賞するなど

の評価を得て注目されたのをはじめ、燐光群の

「漱石とヘルン」の全国12都市公演、山崎広太・

rosy CO.,、 伊藤キム+輝く未来、劇団解体社
の数度にわたる海外公演、遊園地再生事業団

の別役実作品の上演など、各団体とも積極的な

展開が目立った。

92年度よリスタートした当プログラムも今年度で

6年目を迎え、助成対象となった団体は計12団

体、助成金も累計で2億6千800万円に達した。

その助成が芸術団体や芸術支援状況に与えるイ

ンパクトがどのようなものであったか、助成する側

としてはプログラムの評価という形で成果をはかっ

ていく必要がある。そこで昨年度から始めた助

成期間中の評価プログラム(ワークシートの作成/

外部評価者へのレポート依頼/財団スタッフによ

る公演レポート)を継続するとともに、今年度は助

成終了後の評価という視点で幾つかの方策を試

みた。ひとつは助成金の使途に対する情報交換
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会、もうひとつは助成終了後3年を経た団体に対

するヒアリング調査である。

後者に関しては、92～94年度に助成を行った

新宿梁山泊とパパ・タラフマラの2団体の調査を

外部のインタビュアーに依頼した。財団のプログ

ラム・スタッフが赴くのではなく、外部に依頼した

理由は、芸術団体が資金提供者にはダイレクトに

言いづらい部分をすくい上げてもらう目的と、財

団と芸術団体の間に立ち、中立的な立場で助成

プログラムのありかた自体を評価してもらいたいと

いう2つの目的があったためである。芸術助成の

評価というのは因果関係が把握しづらく、明快に

分析できるものではない。また、手法的にも十分

発達しているとは言い難い。今回も手探り状態で

の試みであったが、長期的に見た助成の影響を

検討する必要性は大きく、財団のミッションの達

成度をはかる意味も含め、改善を重ね今後も継

続して行く予定である。

The Artistic Creativity Enhancement Pro-
grams (B-1 and B-2) give multiple-year support
to contemporary Japanese theater or dance com-
panies which are to be used to cover adminis-
trative expenses. Grantees are classified into ei-
ther one of these two programs depending on
each organization's career. Grantees of the B-1
program, after receiving grants for three years,

will then be eligible to apply for the B-2 pro-
gram. The two-step support system, which
started in 1996, provides to it grantees both fi-
nancial support and priority to use Morishita
Studio. This year, grants were awarded to eight
organizations (four organizations in each of the
two programs), including H ART CHAOS, a

dance company newly selected for the B-l pro-
gram.

H ART CHAOS is a dance company whose
most of its dancers are female, and was estab-

lished in 1989 by Sakiko Oshima, a choreogra-
pher, and Naoko Shirakaw4 a dancer. The Saison

Foundation supported the company's stage per-

formances in Japan in the fiscal years of 1994

and 1995. The company has won reputation in
the recent years for its elaborate choreography,
skillful stage composition, and its high-level of
dancing proficiency, and was considered to be

entering a phase which would be crucial in im-

proving their quality of performances and ex-
panding their sphere of activities. These factors
were taken into consideration to justifu the time-
liness of providing support to the dance com-
pany along with the Foundation's faith in the
company's future possibilities. During the first
year as a grantee, a large scale tour comprising
of twenty performances in eight North Ameri-
can cities was launched for the first time in the
company's history and impressed many audi-
ences.

The activities of other orglanizations who
received continuous support were also vi5lorous.

TATSUO KANESHITA of THEATER PROJECT

TEAM THE GAZIRA won the 32nd Kinokuniya
Drama Award for Individual Artists, and Grand
Prix and Best Director Award in the fifth Yomiuri
Theater Awards; SEINENDAN won the Yomiuri
Theater Awards' Best Theatrical Production
Award in its production of THE CAPE OF THE
MOON PROJECT. Another theater company,
RIN KO CLII,{, toured twelve cities in Japan with
its piece titled Sose/ri and Hearn; IIOTA
YAMAZAKI ROSYCO., KIM ITOH + GLORIOUS

FUTURE, and GEKIDAN KAITAISFIA each went
on overseas tours; and YUENCHISAISEI-
JIGYOUDAN staged a piece by the famed play-

wright of the Japanese absurd theater, Minoru
Betsuyaku.

Six years have passed since the grant pro-
gram for administrative support started in fis-
cal year 1992, and grants of an accumulative
total of 268 million yen were awarded to twelve

organizations. To verifu the impact of the grants

on the art organizations and on art support pro-
grams in Seneral, it is necessary for the grant-
making foundation to carry out a systematic
evaluation of its programs. In order to do so,

the Saison Foundation started an evaluation
program on its current grants for the Artistic
Creativity Enhancement Program last year.

Within this evaluation program, grantees are re-
quested to prepare a work plan on their activi-
ties during their grant-receivin! period, while
external evaluators are hired to conduct a re-
search and prepare an assessment report on each

grantee, and the staff of the Saison Foundation
are required to give reviews on the performances

held by the grantees. This year, two new meth-
ods were introduced to this evaluation program:
present grantees of the Artistic Creativity En-

hancement Program were invited to a meeting
to exchange information on how grant monies
from the Saison Foundation were being spent
at their organizations; and interviews were con-
ducted with ex-grantees who finished receiving
grants from this particular grant program three
years ago.

Regarding the latter new method of evaluat-
ing the grant program, separate interviews were
held with Shinjuku Ryozanpaku and Pappa
Thrahumara, both who received grants for ad-

ministrative expenses between 1992 and 1994,

by external evaluators. Such interviewers were
employed in order to gather information that
grantees may have been reluctant to reveal to
the grant-maker, and also to have the grant pro-
gram evaluated from a neutral point ofview. The
process of evaluating art support activities is al-
ways accompanied with complexities since it is

extremely difficult to establish the relationship
between cause and effect in the field of arts, and,

therefore, appropriate evaluation methods still
need to be studied. Nevertheless, the Founda-
tion wilt continue to explore and improve this
process, for it is important to examine the ef-

fectiveness of its grant-making activities from a
long-term viewpoint, and to measure the level

of achievement of its goals.



H ART CHAOS
...ofS′ eeρ′ng FOrest
photo by Arata Yoshlmura

GEKIDAN KAITAISHA
Zero Category
photo by Katsu Miyauchi

B‐ 1

芸術創造活動 I

助成対象4件/助成額16,000,000円

Artistic Creativity Enhancement Program i
4 Grantees/Total appropriatiく )ns:¥16′ 000,000

1997年度より H・アール・カオス

97年 4月 1日 ～98年 3月 31日

4,000,000円

H ART CHAOS
April l,1997-March 31′ 1998
Y4,000,000

16

From 1997

「

猾
」

―

‐
　
　
‐―
―
‥
●
―
■
一‘
「
■
一
‐

‐

一
●
・―
■
―
・　
・一
．４
■
■

一　
゛
＾・` ・

=く

‐■ _‐ヽ占

・
13豪キ

●
・

争

一

．島
磯
一・・・■・

ヽ
，

L

ヽ

，

「
―

‘

・

、  ヽ

こ罐
目
■
曰



THEATER PRO」 ECT TEAM
THE GAZIRA
■力e FrOnt Ofthe Creen″ Oυ se
photo by Hiromi Hata

劇団解体社

97年 4月 1日 ～98年 3月 31日

4,000,000円   スタジオ提供6日 間
GEKIDAN KAITAISHA
April l,1997-March 31′ 1998
Y4,000,000  Studio rental:6 days

伊藤キム+輝く未来
97年 1月 1日～12月 31日

4,000,000円   スタジオ提供94日 間
KIM ITOH+GLOR10US FUTURE
」anuary l― I)ecember 31.1997
¥4,000.000  Studio rental:94 days

演劇企画集団THE・ GAZIRA
97年 1月 1日～12月 31日

4,000,000円   スタジオ提供103日 間
THEATRE PROJECT TEAM THE GAZIRA
」anuary l― December 31′ 1997
¥4,000′ 000  Studio rental: 103 days
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photo by Osamu Awane
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B‐ 2

芸術創造活動 Π

助成対象4件/助成額32,000,000円

Artistic Creativity Enhancement pro9ram ll
4 Grantees/Total appropriationsi Y 32,000,000

1996年度より
From 1996

山崎広太・rosy CO"

97年 1月 1日 ～12月 31日

6,000,000円   スタジオ提供 126日 間

KOTA YAMAZAKIROSY COリ
」anuary l― lDecer∩ ber 31,1997

Y6,000′ 000  Studio rental:126 days

KOTA YAMAZAKl
ROSY CO′
河cn′ c
photo by Takahisa lde

YUENCHISAISEI^
」IGYOUDAN
″ave a CaFん er′ng′ n that
Ⅳove′

遊園地再生事業団

97年 2月 2日 ～98年 2月 1日

8,000,000円   スタジオ提供41日 間

YUENCHISAiSEl」 IGYOUDAN
February 2′ 1997-February l,1998
¥8′ 000,000  Studio rental:41 days
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SEINENDAN PRODUCE
+THE CAPE OF THE
M00N PRO」 ECT
The Caρ e ofFん eルタoon

RIN KO GUN
Sosek′ and″earn
photo by
Masami Kuwahara

1995年度より 青年団

97年 7月 1日 ～98年 6月 30日

10,000,000円   スタジオ提供57日 間

SE!NENDAN
」uly l′ 1997-」une 30′ 1998
¥10,000′ 000  Studlo rental:57 days

1994年度より
From 1994

燐光群

97年 3月 1日 ～98年 2月 28日

8,000,000円   スタジオ提供33日 間

RIN KO GUN
March l, 1997-February 28′  1998
¥8,000′ 000  Studio rental:33 days
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昨年度に引き続き、C… 1国際交流公演活動に

おいては演劇・舞踊芸術を通した国際相互理解

の促進、日本の現代芸術の国際化を目的とし、

国内の芸術家/芸術団体の海外公演、海外の

芸術家/芸術団体の招聘公演を対象に公募し

た。C… 2国際共同創造活動は、芸術創造活動

の活性化を目的とした国際共同作業に対する助

成プログラムで、国内外の芸術家による共同創

造公演、その過程で行われるワークショップ等の

事業が対象となっている。

本年度は申請数の増加により、公募プログラム

中最激戦区となったが、まず、ダムタイプ、新宿

梁山泊、パバ。タラフマラなど、かつての年間助

成プログラム(現芸術創造プログラム)の対象で

あった団体による交流企画を優先して採択した。

これらの団体は3年 間の継続助成を受けた後、

次の活動段階に向けてさらなる展開が期待され

ている。また、制作面においても芸術面において

もより厳しい局面の中健闘し、団体活動の将来に

繋がる成果を残した。

また、数年来にわたる交流活動を行っている

ク・ナウカシアターカンパニー、竹屋啓子コンテ

ンポラリー・ダンスカンパニー、岸田理生カンパ

ニー、山田せつ子、PAN国際共同創作事務局

らも長期的かつ明確な展望のもとに事業を推進

し、海外との共同事業についての独自の方法を

獲得、着実な成果をあげている。

本年度特に注目されたのは、英国Gtte The¨

atreの主催による「くじらの墓標」(坂手洋二作 )

のロンドン公演である。現地非営利劇場による入

念な準備活動とコーディネーションにより、日本人

の演出家による英国人俳優を使った、日本の現

代戯曲の英語上演という非常に貴重な公演が実

現した。翻訳、演出の過程でいろいろな異文化

衝突があったと聞くが、最終的な結果については

日・英両陣営とも予想以上の成果と手応えを感じ

取っているようだ。今後も日本の現代芸術に関心

を持つ非営利機関がイニシアティプをとり、継続

的にこのような共同事業が展開されていくことを

期待したい。

As in the case of 1996, applications regard-

ing international projects were accepted under

two grant programs: the C-1 International Per-

formance Program, and the C-2 International

Collaboration Program. The C-1 program sup-

ports overseas performances by Japanese artistV
companies, and also performances held in Ja-

pan by visiting artists/companies with the aim

of promotin5l understanding among nations

through theatre and dance, and to promote con-

temporary Japanese performing arts on an in-

ternational level. The C-2 program supports in-
ternational collaborations in order to stimulate

artistic and creative activities. This includes col-

laborative performances by artists in and out of
Japan, and also workshops that may take place

durinS this creative process.

The Saison Foundation received many ap-

plications for the International Grant Programs

in 1997 that well exceeded the capacity of the
programs. In selecting the grantees, priority was

given to the international exchange projects

organized by DUMB TYPE, SHINJUKU
RYOZANPAKU, ANd PAPPA TARAHUMARA.

These three companies were grantees ofwhat is
now called the Artistic Creativity Enhancement

Programs for three consecutive years, and are

expected to continue makinSl progress in the

years to come. Despite facing artistic stru$5lles,

the three grantees made accomplishments this
year in terms of production and of artistic qual-

ity that promised a brighter future.
Meanwhile, KU NAUKA THEATRE COM-

PANY, KEIKO TAKEYA C.D.C, KISHIDA RIO

COMPANY, SETSUKO YAMADA, and PLAN-

ETARY ART NETWORK SECRETARIAT FOR

CREATIVE COLLABORATION pursued their
work with artists of other nations while main-
taining clear and long-term perspectives, and

thus acquired inventive methods for interna-
tional collaborative projects.

One of the most noteworthy and unique
projects of this year was the performances of
Epitaph for the Whales, a play written by Yoji

Sakate of Rin Ko Gun, and produced by the
GATE THEATRE of the UK. Preparations thor-

oughly made by the non-profit London theatre

enabled a Japanese director to use British ac-

tors in staging a Japanese contemporary drama

translated into English. Although disaSlreements

stemming from cultural differences occurred

durinS the process of translation and produc-

tion among those involved in this project, both
the British and the Japanese were able to reach

the point of understanding each other's culture

in the end, and from even this fact alone, it can

be said that this was a worthwhile project. The

Foundation hopes that collaboration projects of
this kind, organized by non-profit organizations

interested in Japanese contemporary work, will
be presented continuously in the future.
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C‐1

国際交流公演活動
助成対象11件/助成金額22,000,000円

internationa:Performance PrOgrarn
ll Grantees/Total appropriations:¥22,000,000

ク・ナウカシアターカンパニー

ク・ナウカシアターカンパニー「天守物語」インド

～パキスタンツアー

97年 11月 30日 ～12月 18日

トリチュール、ラワルピンディー(カリカット大学演

劇学部、ケララ音楽演劇アカデミー劇場、リアカッ

トメモリアルホール)

2,000,000円

KU NA′UKA THEATRE CC)MPANY
7bnsん υ-1′ Oη Ogatar′ !ndia― Pakistan Tour

Noverrlber 30-Decerrlber 1 8′ 1997
Trichur′ Rawalpindl(School of Drama,University

of Calicuti Kerala卜 vlusic and Theatre Acaderny

Ha‖ i Liaquat Memorial Ha‖ )

¥2′ 000,000

ダムタイプ

OR(オー・アール )
97年 9月 11日 ～11月 22日

リンツ、クレテイユ、東京 (デザイン・センター、メゾ

ン・デザール・ド・クレテイユ、パークタワーホー

ル)

2,000,000円

DUMB TYPE
OR
September ll― November 22′ 1997
Llnz′ Creteil′ Tokyo(Design Centre′ Maison des

Arts de CeteiL Park bwer Ha‖ )

Y2.000,1000

新宿梁山泊

ソウル世界演劇祭「盲導犬」

97年 10月 3日～6日

ソウル (トンスンアートセンター)

2,000,000円

SHIN」 UKU RYOZANPAKU
Theatre of Nation′ 97 Seoul The SeeFng Fye

Dοg
C)ctober 3-6′ 1997
Seoul(Dong Song Art Center)

¥2′ 000′000

「大敦建」公演実行委員会事務局

日中合同制作「大敦連」

97年 8月 18日 ～19日

北京(世紀劇院)

3,000,000円

GRfハ TDυⅣ〃υハⅣC PERFORIV:ANCE
ORGANIZAT10N COMMITTEE
Sino― Japanese Co‖ aboration Pro」 ect Greal

Dυη力υang
August 1 8-19′ 1997
Beiling(Century Theater)

¥3′ 000,000

東京国際舞台芸術フェスティパル実行委員会

東京国際舞台芸術フェスティバル

97年 9月 20日 ～10月 31日

東京 (世田谷パブリックシアター、シアタートラム、

東京芸術劇場 )

4,000,000円

TOKYO!NT[RNAT10NAL FESTIVAL OF
PERFORM!NG ARTS EXECUTIVE COMMITTEE
Tokyo lnternational Festival of Per」 :orming

Atts

September 20-(Э ctober 31,1997
TOky。 (Setagaya Pub‖ c Theatre′ Theatre■ am′

Tokyo Geilutsu Gekilo)

¥4′ 000′000

舞踏舎天鶏

舞踏舎天鶏1998 USAツ アー

98年 2月 11日 ～3月 23日

エルパソ、オースティン、ヒューストン、コロンバス、

ニューヨーク、ビッツバーグ(チャミザルシアター、

ダンスアンブレラ、ダイバーズワークス、ウェクス

ナーセンター、ジョイスシアター、エディシアター)

2,000,000円

TOKYO INTERNAT10NAL FESTIVAL OF PERFORMING ARTS
Peter Brook's Oh les beaux jours
photo by Jun lshikawa

BUTO―SHA TENKE:
Buto― Sha Tenkei1998 USA Tour
February l l― 卜′4arch 23′ 1998
EI Paso′ Austin′ Houston,Colurrlbus′ New Ybrk,

Pittsburgh(Chamizal Theater′ Dance Umbre‖ a′

Divers VVorks′ VVexner CenteL」 oyce TheateL

Eddy Theater)

Y2′ 000′ 000

富良野塾

「今日、悲別で」「ニングル」富良野塾カナダ横断

公演

97年 10月 7日 ～11月 22日

エドモントン、トロント、ハリファクス、ヴァンクー

ヴァー(シタデルシアター、ヤングピープルズシア

ター、ネプチューンシアター、アーツ・クラブ・シア

ター)

1,000,000円

TOKY0 1NTERNAT10NAL FESTIVAL OF PERFORMING ARTS
Cornpagnie Maguy Marint ννiaterzOo″ phOto by Piero Tauro
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FURANO NATURAL STUDIO Ninguls

FURANO NATURAL STUD10
Kanasわ ′beむυ,A′′ngυ′s Furano Natural

Studio Canadian Tour
Olctober 7-NoverTlber 22′ 1997

Edmonton′ Toronto′ Halifax′ Vancouver(The

Citadel Theatre′ Youn9 Peopleゝ Theatre′

Neptune Theatre′ Arts Club Theatre)

Yl,000′ 000

日本国際パフォーマンス・アート・フェスティバル

実行委員会(N:PAD
第5回 日本国際パフォーマンス・アート・フェスティ

バル (ニパフ
:98)

98年 3月 5日 ～18日

長野、名古屋、広島、東京 (長野県勤労者福祉セン

ター、名古屋芸術大学、広島市南区民センター、

新宿文化センター)

1,000,000円

NIPPON INTERNAT10NAL PERFORMANCE
ART FESTIVAL EX[CUTIVE COMM:TTEE
The Fifth lNippOn internatiOnal PerfOr―

mance Art Festival― NIPAF′98
卜v4arch 5-18′ 1998
Nagano′ Na9oya′ Hiroshlma′ ■okyo(Nagano
Prefectural VVorkers′ VVelfare Centec Na90ya

University of Arts,Minami Ward Community

Cultural Centel Shiniuku Bunka Center)

¥1′ 000′ 000

ハンガリー:MMT舞踏フェスティパル・ポーランド

舞踏週間公演

ハンガリー第11回 !MMT舞踏フェスティパル・
ポーランド舞踏週間ツアー

97年 10月 10日 ～11月 1日

フダペスト、ヴロツラフ、ポズナニ、シチェチン、ワ

ルシャワ(ス ケネ劇場、テンチャ劇場、劇団第8曜

日、劇団カナ、グロトフスキー研究所)

2,000,000円

BUTOH FEST AT THEATER SZKENE'SIMML
'97 BUTOHヽⅣEEKLY IN POLAND
Tour for Butoh Fest at the Theater

SZKENEも l～lMT,and′ 97 Butoh Weeklyin
Poland

KISHIDA R10 COMPANYス ●ス〃egory ofι ο′e‐ ハソИοmanルοm t力 e Sky

October 1O-November 1, 1997
Budapest, Warszawa, Poznan, Szczecin,
Wroctaw (Theatr Szkene, Kino Teatr Tecza,

Teatr Osmego Dnia, Teatr Kana, Osrodek Badan

Tworczosci J. G rotowskiego)
Y2,000,000

PAN国際共同創作事務局

「ザ・ポープロジェクト
ー
粘膜の嵐」日本公演

97年 10月 30日 ～ 11月 1日

東京 (かめあリリリオ・ホール )

2,000,000円

PLANETARY ART NE‐ RⅣORK SECRETARIAT
FOR CREATiVE COLLABORAT:ON
五he Poe Prο ノeCt―Sわ rmy νembane
C)ctober 30-November l,1997
bkyo(Kameari Lirio Ha‖ )

Y2,000,000

空中庭園

泉鏡花作 :渡邊守章演出「天守物語」

98年 5月 26日 ～30日

パリ(パリ日本文化会館 )

1,000,000円

THE HANGING GARDENS
7bn∫わυ′ИOnOgatar′

May 26-30, 1998

Paris(Maison de la cultureら Paris)

Yl′ 000′ 000

竹屋啓子コンテンポラリー・ダンス・カンパニー

ダンス東風 Ⅲ準備。調査

98年 5月 24日 ´ヽ́6月 3日

ムンバイ、コーチン、チェンナイ、デリー

1,000,000円

K[IKO TAKEYA C.D.C
Research for Dance Tonpu lll

May 24-」 une 3,1998

Mumbai,Cochln′ Chennai′ Delhi

¥1,000,000

岸田理生カンパニー

岸田理生「国境を越える演劇」シリーズ VOL.12

日韓合同ワークショップと公演「愛を巡る寓話―

空から来た人一」

97年 6月 21日 ～7月 27日

東京 (タイニイアリス)

2,000,000円

KISH!DA R10 COMPANY
The Theatre That Crosses The Boundaries

Series 12」apan― Korea」 oint VVorkshop―

Productionノ Qnハ〃e"つ′οfとοve一ハν1/Oman
FrOm砧eSり
June 21-」 uly 27′ 1997

bkyo(Tlny A‖ ce)

Y2′000,000

GATE THEATRE
1998 Gate Bienna!e Eρ たaρ々fOr r力 enわares

98年 3月 1日 ～21日

ロンドン(ゲイトシアター)

3,000,000円
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C‐2

国際共同創造活動
助成対象5件/助成金額10,000,000円

lnternational Collaboration ProgralTl
5 Grantees/1otal approprlations:Y10,000′ 000
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GATE THEATR[
1998 Gate Bienna!eどρ′ねρわわrめe Wlhares
N4arch l-21′ 1998
London(Gate Theatre)

¥3,000,000

パパ・タラフマラ

「No VVing Bird on the island」 コラボレーション

プロジェクト

97年 10月 17日～12月 21日

台北、神奈川 (国立芸術学院フェスティバルシア

ター、ランドマークホール)

2,000,000円   スタジオ提供27日 間
PAPPA TARAHUMARA
′vο  lハィ′ng θfr(ゴοn lヵ e rs′and cOllabOratiOn
Praect
October 1 7-Decerr)ber 21′ 1997

Talpei′ Kanagawa(Nationallnstitute of the Ans

Festival Theatre′ Landmark Ha‖ )
Y2′ 000,000  Studio Rental:27 days

山田せつ子

山田せつ子+チャンムダンスカンパニー共同作
品プロジェクト

97年 9月 10日 ～10月 6日

ソウル、プサン、シドニー (ホ ンアンアートセン

ター、チュンカンタン劇場、シドニーオペラハウ

ス)

2,000,000円

SETSUKO YAMADA
Setsuko YalΥ lada&ChangMu Dance
Company Co‖ aboration′′Flower of Tirne′′

September 10-(Dlctober 6, 1997

Seoul′ Pusan,Sydney(Hoan Arts Center′ Pusan

City Theater′ Sydney Opera HOuSe)

Y2′000,000

■森下スタジオその他利用者
Other Users of Morishita Studio

回シア・バレエ・インスティテュート

98年 1月 22日 ～2月 8日

RUSSIAN BALLET INSTITUTE
」anuary 22-February 8, 1998

シルバーライニング

97年 11月 4日 ～9日 、98年 7月 15日 ～31日

SILVER LINlNG INC.

Noverrlber 4-9′ 1997′ and July 15-31,1998

花組芝居

97年 8月 26日 ～31日

HANAGUivilSHIBAI
Au9ust 26-31,1997

ルース・ソロモン研究グループ

97年8月 1日

RUTH SOLOMON RESEARCH GROUP
August l′ 1997

パークタワーアートプログラム

97年 11月 4日 ～13日 、12月 26日 ～30日 、98年 1月 4

日～13日

PARK TOWER ART PROGRA'vl
Novernber 4-13′ Decernber 26-30′ 1997′ and
」anuary 4-13, 1998

木佐貫邦子

97年 12月 8日 ～17日 、21日 ～25日

K∪ NIKO KISANUKI
December 8-17,and Decernber 21-25,1997

かもねぎショット

98年7月 18日 ～20日 、25日

KAMONEGI― SHOT
July 18-20,and」 uly 25,1998

大人計画

98年 7月 6日 ～12日

OTONAKEIKAKU
」uly 6-12,1998

(財 )アリオン音楽財団

98年 7月 21日

ARION― EDO FOUNDAT10N
July 21′ 1998

GATE THEATRE Epitaph for the t4lhales; photo by Pau Ros

PAPPA TARAHUMARA NOレ νl′ng B′rd On tん e rs′andi photo by」 im Shum
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特別助成
Special Prolect Support Grants

助成対象 12件/助成総額49,429,000円
12 Grantees/Total appropriati()ns:Y49,429,000

現代演劇・舞踊以外の分野で、公募によらず理事・評議員によって提

出された案件の中から採択されたものに対して資金援助・協力を行う特

別助成事業では、国家やジャンルといった、既存の枠組みを超えて展開

される創造・調査研究などの先進的活動を奨励し、特に国際交流事業

への支援を行っている。

日本の現代文学をポーランド語に翻訳・出版しているワルシャワのウィ

ルガ出版は、本助成事業により、今回、安部公房の著作集と村上春樹

の『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』を刊行。また、東京イ

ンターナショナル・ミュージック・アンサンブルー新しい伝統は、ノル

ウェーの「ウルティマ・オスロ現代音楽祭」の招待を受けて、現代音楽の

作曲家による雅楽作品等の演奏会とレクチャーを同国の地方都市を含む

3ヶ所で開催。さらに、ニューヨークのジャバン・ソサエティーでは、創立

90周年を記念して日本の舞台芸術の歴史を総括する年間企画を実施

し、日本文化の再評価に貢献した。ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ

日本名誉委員会は、日英の文化交流の促進を目的にロンドンで開催して

いる「日本文化のタベ」として、本年は狂言師の野村萬斎氏の一行によ

る狂言の特別公演を主催した。

一方、1997年の「フランスにおける日本年」を日本側から支援した日仏

文化事業協議会と、パリ市民を中心に日本文化を積極的に紹介した本

年のフェスティバル・ドートンヌ・ア・パリに対しても資金援助が行われ

た。

この他、日露の学術・芸術交流の今後の可能性を探るために東京大

学ロシア東欧研究連絡委員会が実施したロシア学術文化界の状況に関

する実地調査活動も本助成事業の対象となった。また、継続的に支援

しているアジアン・カルチュラル・カウンシル (ACC)の 人物交流プログ

ラムでは、本年度日本から5名と米国から6名の芸術家、及び12の文化

団体のプロジェクトが選抜された。

The Saison Foundation provides financial support for activities out-

side the field of contemporary theatre and dance. Grants are awarded

to projects held by orplanizations and/or individuals recommended

by the Foundation's Board of Directors and Trustees. The objective

of this profram is to support progressive activities involving artistic
work or academic research that transcend the conventional frame-

works of nations and genres.

WYDAWNICTWO WILGA (Wilga Publishing Company)of War-

saw, which has published a number of books of contemporary Japa-

nese literature in Polish, brought out this year a collection of Kobo

Abe's work and also a novel by Haruki Murakami,,Flard-BoiledWon-

derland and the End of the World. TOKYO INTERNATIONAL MU-

SIC ENSEMBLE - THE NEW TRADITION was invited to the Ultima

Oslo Contemporary Music Festival, and gave concerts of Japanese

traditional court music composed by contemporary composers and

also lectures in three Norwegian cities. The Japan Society in New

York celebrated its 90th anniversary with a year-long program that
presented the history of Japanese performing arts, and contributed

to the reassessment of Japanese culture. THE JAPANESE COMMIT-

TEE OF HONOUR IN JAPAN OF THE ROYAL ACADEMY OP ARTS

sponsored a special Kyogen performance by Mr. Mansai Nomura for

this year's "Japanese Cultural Evening" in London.

Grants were also awarded to the ASSOCIATION OF JAPAN-

FRANCE CUL|IURE EVENTS, an organization which supported ac-

tivities related to the "the Year of Japan in France" project, and to

FESTIVAL D'AUTOMNE A PARIS, at which Japanese culture was fea-

tured on a grand scale in accordance with the above-mentioned
project in France.

Support was also extended to THE COMMITTEE ON RUSSIAN

AND EAST EUROPEAN STUDIES AT THE UNIVERSITY OF TOKYO

that carried out a research on future perspectives on scholarly and

artistic exchange activities between Japan and Russia. Additionally,

continual annual funding was provided to the Japan-United States

Arts Program of the ASIAN CUL:IURAL COUNCIL, which supported

exchange activities of five Japanese and six US artists, and twelve

cultural organizations.
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■ 翻訳出版事業
TranSiatiOn and publiCation prOleCtS

ウィルガ出版

“Japanese Library"日 本現代文学シリーズ

97年 6月 1日 ～98年 5月 31日

ワルシヤワ

1,000,000円

WYDAWNiCTWO WILGA
″
」apanese Library″ :a series of bc)oks by

various authors representing contenlpOrary
」apanese iiteド ature transiated intlo Pc)lish

June l,1997-May 31′ 1998
へヽ/arsaw

Yl′ 000,000

大岡信

Katydid Booksに よる出版活動

97年 5月 1日 ～98年 4月 30日

アメリカ

1,000,000円

00KA MAKOTO
Asian Poetry in Translation:Japan,and

Reflections by Katydid Books

May l′ 1997-Apri1 30′  1998
USA
¥1,000′ 000

アジアン・カルチュラル・カウンシル

日米芸術交流プログラム

98年 1月 1日～12月 31日

日本、アメリカ

7,000,000円

ASIAN CULTURAL COUNCIL
ACC」 apan― United States Atts Program
Fe‖ owships
January l-1)ecerγ lber 3 1′ 1998
Y7′ 000′ 000

東京インターナショナル・ミュージック・アンサン

ブルー新しい伝統

ノルウェー公演 (ウルティマ。オスロ現代音楽祭 )

97年 10月 3日 ～9日

オス回、ストード、ベルゲン (オ スロ大学オーラ・

ホール、ストード文化会館、ベルゲングリークホー

ル )

1,000,000円

TOKYO INTERNAT10NAL MUSIC ENSEMBL[
一THE NEW TRADIT10N
ULT!MA Oslo Contemporary Music Festival
(1)ctober 3-9′ 1997

0slo′ Stord′ Bergen(Oslo Universitetets Aula

Ha‖ en′ Stord Kulturhuset′ Bergen Grie9 Ha‖ en)

¥1′ 000′ 000

ジャバン・ツサエティー

Japanese Theaterin the World

97年 10月 1日 ～98年 2月 28日

ニューヨーク(ジ ャバン・ソサエティー)

5,000,000円

JAPAN SOCIETY′ lNC.

」apanese・ Theaterin the VVorld

()ctober l, 1997-February 28,1998

New York(」 apan Soclety)

¥5′ 000`000

ロイヤル・アカデミー日本名誉委員会

日本文化のタベ1997

97年 5月 20日

ロンドン(在連合王国日本大使館、回イヤル・アカ

デミー・オブ・アーツ)

4,862,000円

」APANESE COMMITTEE OF HONOUR OF
THE ROYAL ACADEMY OF ARTS
1997」apanese(Cultural Evening
May 20′  1997
London(Embassy of」 apan,Londoni Royal

Academy of Arts′ London)
¥4′ 862′ 000

八ヶ岳高原音楽祭
:97実
行委員会

八ヶ岳高原音楽祭
197

97年 9月 26日 ～28日

長野 (八ヶ岳高原音楽堂 )

9,867,000円

YATSUGATAKE KOGEN MUSIC F[STiVAL′ 97
EX[CUTIVE COMMITTEE
Yatsugatake lく ogenヽ4usic Festival'97
Septerrlber 26-28,1997

Nagano(Yatsugatake Kogen Muslc Ha‖ )

Y9,867′ 000

日英詩人交流プログラム

日英詩人交流プログラム(1998年招聘のための

準備)

97年 4月 1日 ～98年 2月 28日

東京、ロンドン

1,000,000円

COヽ4MITTEE OF ANGLO― JAPANESE POET
EXCHANGE PROGRAMM[
An91o―」apanese Poet Exchange Pro9rarnrne

Apri1 1,1997-February 28′ 1998
Tokyo and London
¥1′ 000′ 000

FEST:VAL DER FRAUEN(女性のためのフェス

ティバル )

Hanlmonia!e‐ Festiva:der Frauen 1997

97年 6月 20日 ～21日

ハンブルク

7,900,000円

FEST!VAL DER FRAUEN
Hamrnoniale― Festiva:der Frauen 1997

June 20-21,1997
Hambur9
Y7,900,000

FESTiVAL D:AUTOMNE A PARIS

日本文化紹介

97年 9月 23日 ～12月 21日

パリ及び郊外 (パリ日本文化会館他 )

Pro9ram for FESTIVAL D′ AUTOMNtt A PARIS

8,000,000円

FESTIVAL D′AUTOMNE A PARIS
Festival d′ Autom neら Paris― 」apanese
Program
September 23-December 21′  1997
Paris and its suburbs(Maison de la Culture du

」apOn′ etC.)

¥8′000,000

日仏文化事業協議会

フランスにおける日本年支援プログラム (観世流

パリ公演 )

97年 11月 25日 ～12月 2日

パリ(ラ・ヴィレット大ホール内特設能舞台 )

2,000,000円

ASSOC:AT10N OFJAPAN― FRANCE CULTURE
EVENTS
Festival d'Automneら Paris(for Noh
perforrnances in Paris by the lKlanze School)

NoverT)ber 25-Decerr〕 ber 2′ 1997
Paris(Grande Ha‖ e dela Vi‖ ette)

¥2′ 000′ 000

■調査・研究活動
Research and studies

東京大学ロシア東欧研究連絡委員会

ロシア学術文化界状況調査

97年 4月 26日 ´ヽ′5月 5日

モスクワ

800,000円

THE COMMITTEE ON RUSSIAN AND EAST
EUROPEAN STUDIES AT THE UNIV[RSITY OF
TOKY0
Researches()n the lCionternpOrary Situati()n

of Arts and Sciences in Russia

Apr‖ 26-May 5′ 1997
Moscow
Y800,000
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lnternational Cultural eXChange prOieCtS
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THEATER PRO」 ECT TEAM THE GAZIRA
The Front oft力 eC′een′イo●se
photo by Hiromi Hata
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自主製作事業

SPONSORSHiP PROGRAMS



Triangle Arts Program Project in Dance in Tokyo

国際共同創作事業
internationa!Co::aboration Pro9ralTis

トライアングル・アーツ・プログラムプロジェクトイ

ンダンス (アメリカ、インドネシア、日本のダンス

分野における人物交流プログラム)

各国から推薦されたダンサー/振付家、制作者、

研究者/批評家らがグループで各地を滞在しつつ

地域のダンス関係者との交流を深める。参加者が

異文化と出合い、新しい創造のための経験を獲得

する過程を支援するプログラム。94年度の開催に

引き続き2回目の開催。

期日・会場 :

■アメリカ

1997年 7月 31日 ′ヽ′8月 27日

ベイツ・ダンス・フェスティバル (メイン)

UCLAインロード/アジア (カリフォルニア)

ロインドネシア

1997年 9月 15日～10月 13日

ジョグジャカルタ、ソロ、ジャカルタ

■日本

1997年 10月 14日～11月 11日

森下スタジオ(東京 )、 京都

参加者 :

■アメリカ

ナンシー・スターク・スミス(ダンサー/振付家 )

ローラ。ファーレ(フェスティバル・ディレクター)

■インドネシア

スカルジ・スリマン(ダンサー/振付家)

イスカンダール・カマ・ローディン(照明家)

■日本

山崎広太 (ダンサー/振付家)、 佐東範― (舞踊

制作 )、 伊藤恭子 (舞踊批評/ジャーナリスト/日

本のみの参加)

共催 :

アジアン・カルチュラル・カウンシル、

ニュー・イングランド・ファンデーション・フォー・ジ・

アーツ

助成 :

国際交流基金 (アメリカ開催に対して)、

東京都歴史文化財団 (トライアングル・アーツ・プロ

ジェクト東京による日本開催に対して)

Dates and places:

IThe United States

July 31 -August 21 , 1997
Bates Dance Festival (lr/aine),

UC LA lnroadsAsia (California)

I Indonesia
September '1 5-October 13, 1997
Jogjakarta, Solo, Jakarta

IJapan
October 14-November 1 1, 1997
Morishita Studio (Tokyo), Kyoto

Pa rtici pants:

lFrom the US

Nancy Stark Smith, dancer and choreogra-
pher
Laura Faure, festival director

I From lndonesia
Sukarji Sriman, dancer and choreographer
lskandar Kama Loedin, lighting designer

I From Japan:

Kota Yamazaki, dancer and choreographer
Norikazu Sato, dance manager
Kyoko lto, dance critic and /burnalrst (lr/s lto
was able to participate only in the programs

in Japan)

Co-sponsored by:
Asian Cultural Council, New England Founda-
tion for the Arts

Supported by:

The Japan Foundation (for programs in the US),

Tokyo trrletropolitan Foundation for History and
Culture (for programs in Tokyo)

*   十   =

Triangle Arts Program Project in Dance
(An exchange program of dance in the US,

lndonesia, and Japan)
Dancers and choreographers, producers, research-

ers and critics from the three nations toured and

stayed in a number of cities in each country to ex-

change ideas with the local dance community of
the host country. The aim of the program was to
support the creative process shared by the partici-
pants, who would go through intercultural encoun-
ters during this program, and, hopefully, gain ex-
perience that would become basis for their future
work. This was the second project in the program

that started in 1994.
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制作実践セミナー

Atts Management Seminar Sessions

第3回「芸術団体の法人化」

講師 :

桑野雄―郎 (濱田松本法律事務所、弁護士)、

揖屋一之 (有限会社ノイズ/劇団NOISE)
期日:1997年 7月 29日

会場:森下スタジオ(東京)

ARTS MANAGEMENT SEMINAR Session 3

芸術団体の法人化に詳しい弁護士の桑野雄一郎

氏によるレクチャー「芸術団体の法人化」と、劇団

NOISEを会社組織化してから長い実績のある制
作者の揖屋一之氏によるケーススタディ「芸術団体

の法人化の理想と現実」を実施。桑野氏は現行

法における団体・法人制度の概要、芸術団体と法

人制度に関する実例と問題点、今後の対応に関し

て、栂屋氏はNOISEの法人化の経緯、小規模な
芸術団体の法人化の現状、今後のあり方などを講

義。法人格取得を検討中の芸術団体の制作者を

中心に27名 が参加した。

第4回「現代舞踊の活性化に向けて」

講師 :

ローラ。ファーレ(ベイツ・ダンス・フェスティバル・エ

グゼクティブ・ディレクター)、

佐東範― (制作/DTWイ ンターン)

期日:1997年 10月 29日

会場 :森下スタジオ(東京)

ARTS MANAGEMENT SEMINAR Session 4

トライアングル・アーッ・プログラム プロジェクトイン
ダンス東京の一企画として実施。米・ニューイングラ

ンド北部を代表するベイツ・ダンス・フェスティバルの

ディレクター、ローラ・ファーレ氏による同フェスティバ

ルの説明と、ニューヨークのサービス・オーガニゼー

ションDTW(ダンス・シアター・ヮークショップ)で研4参
を終えた佐東範一氏による同機関が実施するナ

ショナ′レパフォーマンス・ネットワークの実例紹介を

中心とした報告会。ダンス・カンパニーの制作者、

フェスティバル関係者を中心に14名が参加した。

第5回「地方公演のルート作リー効果的なアプ

ローチとプレゼンテーションの方法」

講師 :

津村卓 (財団法人地域創造)

坂手洋二 (燐光群)

期日:1998年 2月 6日

会場:森下スタジオ(東京)

ARTS MANAGEMENT SEMINAR Session 5

全国各地のホール事情に詳しい財団法人地域創

造・芸術環境部チーフ・ディレクターの津村卓氏によ

るレクチャー「地方公演を実現するために」と、97

年に国内12都市を巡演した燐光群の坂手洋二氏

によるケーススタディ「『漱石とヘルン』の全国公

演」を実施。津村氏は全国の公立ホールの概況、

プレゼンテーションのポイントなどのレクチャーととも

に、現代演劇やコンテンポラリー・ダンスに興味を持
つホールと担当者を紹介。坂手氏は86年からほぼ

毎年行っている旅公演に関する経験談を披露。地

方公演に興味を持つ芸術団体の制作者など32名

が参加した。
*   *   *

Session 3: lncorporation of Art Organiza-
tions
Lectu rers : Yuich i ro Kuwa no (Attorney-at-Law,

Hamada & lvlatsumoto) and Kazuyuki Kajiya
(Producer, Noise lnc.)
Date: july 29, 1991
Venue: Morishita Studio, Tokyo

Lectures related to the topic on how to incorpo-
rate art organizations in Japan were given at this
seminar by Mr. Yuichiro Kuwano, an attorney-at-
law, and Mr. Kazuyuki Kajiya, a longtime producer
of a theater company called Noise. Mr. Kuwano
outlined first the present methods to form legal
corporations in general, and then explained the
practical judicial procedures taken to constitute an
art organization as a legal corporation. The lawyer
also pointed out problems within the Japanese in-
corporation system which may turn out to be ob-
stacles for organizations involved in the arts. Fur-
thermore, as a case study of this topic, Mr. Kajiya
shared his experiences on the process of incorpo-
rating Noise by explaining the facts and details that
took place, and also the circumstances surround-
ing small art organizations. Among the twenty-
seven attendees, a large number of producers from
art organizations, mainly contemporary theater
and dance companies, considering incorporation
were present.

Session 4: Activation of Contemporary
Dance
Lecturers: Laura Faure (Executive Director, Bates
Dance Festival) and Norikazu Sato (Producer;
DTW lntern)
Date: October 29,1991
Venue: Morishrta Studio, Tokyo

This session was held as a part of the Triangle Arts
Program Project in Dance. Ms. Laura Faure spoke
about the Bates Dance Festival, one of the most
significant performing arts events of New England.
Mr. Sato, who had just finished his internship at a
service organization in New York called DTW
(Dance Theater Workshop), gave a report on the
National Performance Network carried out by DTW.

Fourteen members, including producers from
dance companies and festival organizations, par-
ticipated in this seminar.

Session 5: Building Networks for Local
Performance Tours - Effective Ways to
Approach Local Public Halls and Methods
of Presentation
Lecturers: Takashi Tsumura (Art Environment
Department, Japan Foundation for Regional
Art-Activities) and Yoji Sakate (Rin Ko Gun)
Date: February 6, 1 998
Venue: Morishita Studio, Tokyo

A lecture was given on the theme "How to Plan
Local Performance Tours" by Mr. Takashi Tsumura,
chief director of the Art Environment Department
at the Japan Foundation for Regional Art-Activi-
ties, who is an expert on public theaters and halls
throughout Japan. Mr. Tsumura described the
present situations of local public halls, gave tips
on presentation methods, and listed the names of
staff members of the halls interested in inviting
contemporary theater and dance performances. In
addition, a case study on the tour of Soseki and
HeamwN presented by Mr. Yoji Sakate, who wrote
the play and organized a performance tour oftwelve
cities in Japan with his company, Rin Ko Gun. Mr.
Sakate also shared his experiences of the annual
domestic tours, which have been organized since
1986, with the audience. Thirty-two persons at-
tended the seminar, including producers from the-
ater and dance companies interested in arranging
domestic tours in the future.

*   ■   *

*   `   =
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演劇招聘公演
:nvitational Perforrnances

ロイヤル・ナショナル・シアター

ウィリアム・シェイクスピア原作

「オセロー」

演出:サム・メンデス

期日:98年 1月 22日 ～98年 2月 7日

会場 :銀座セゾン劇場 (東京)

共催 :読売新聞社

後援 :英国大使館/ブリティッシュ・カウンシル

企画制作 :銀座セゾン劇場

,.t,.

Royal National Theatre
Othello
By William Shakespeare
Directed by Sam N/endes

January 22-February 7, 1998
Tokyo (Ginza Saison Theatre)
ln cooperation with The Yomiuri Shimbun
Supported by: The British Embassy, The British

Council
Produced by: The Ginza Saison Theatre

ROYAL NATIONALTHEATRE Othe//o; photo by Masahiko Yakoh

シンポジウム
Symposium

文化支援の展望―公的・民間支援の可能性

期日:97年 4月 21日

会場 :ドイツ文化会館ホール (東京)

主催 :東京ドイツ文化センター

共催 :ニッセイ基礎研究所

パネリスト:

ヒルマー・ホフマン(ドイツ文化センター総裁 )

クラウス。モーリス(ドイツ全州文化財団事務局長)

霜鳥秋則 (文化庁文化部長 )

吉本光宏 (ニッセイ基礎研究所主任研究員)

片山正夫 (当財団事務局長 )

,.*,r
" Public and Private Cultural Support - The
New Alliance"
April 21 , 1997
Tokyo (The German Cultural Center Hall)
Sponsored by: Goethe lnsitut (German Cultural
Center) Tokyo

ln cooperation with: NLI Research Institute
Pa nelists:

Prof. Hilmar Hoffmann (President, Goethe
lnstitut),
Klaus Maunce (Secretary General,
Kulturstiftung der Ldnder),

Akinori Shimotori (Director-General, Cultural
Affairs Department, Agency for Cultural
Affairs),
Mitsuhiro Yoshimoto (Chief Researcher, NLI

Research lnstitute),
Masao Katayama (Secretary-General, The

Saison Foundation)
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Publication of Newsletter viewpoint

研究助成の成果など、当財団の助成事業に関連

した論考、レポートを幅広く掲載。芸術団体、自治

体、助成財団、マスコミ、大学、シンクタンク等に無

料配布しています。

)kr(*

Digests on Srant research results, and articles on
the Foundation's grant programs, and various
other reports are published in the newsletter. The

newsletter is circulated free of charge to art orga-
nizations, local governments, the press, universi-
ties, and think-tanks.

第3号 (97年 7月発行)内容 :

高橋昌也 (セゾン劇場芸術総監督 )

「目から鱗のおちた体験―ジャック・ルコックのプロ

の演技教育」

佐藤郁哉 (―橋大学商学部助教授 )

「演劇の力・文化の力」

ほか

lssue Nc).3(Published:」 uly 1997)

Contents:
.lScales Fell(3)ff Frorn卜νly Eyes― 」acques Lecoq's
Movement Tralnin9 for the Actor′

n written by

Masaya Takahashi′ Artistic Directol Ginza

Saison Theatrei
lIPovver of Theatre,Power of(Eulture,1' by lkuya

Sato′ Assoclate Professot Faculty of⊂ om―

rnerce,Hitotsubashl University;

and other articles

第4号 (97年 11月発行)内容 :

片山泰輔 (三和総合研究所シニア・エコノミスト)
「米国連邦政府(NEA)の演劇・ダンス支援政策の

軌跡」

桑野雄一郎 (弁護士 )

「芸術団体の法人化をめぐって一『第3の選択肢』

としての合資会社」

ほか

lssue No.4(Published:November 1997)
Contents:
′′
The Support Policies of the NEA to Theater

and Dance′
′' by Taisuke Katayama,Senior

Econornlst of Public Finance and Cultural Policy′

Sanvva Research lnstitutei
″
lncorporation of Art(1)rganizations― Limited

Partnership as the Thlrd Alternative′
′′
by

Yuichiro Kuvvano′ attorney― at― lawi

and lother articles

第5号 (98年 2月発行)内容 :

河島伸子 (英国ウォーリック大学舞台芸術学部文

化政策研究センター、リサーチ。フェロー)

「イギリスにおける舞台芸術への支援策 :地方分

散、職業としての演劇、マネジメントの奨励」

伊藤恭子 (舞踊評論家。ジャーナリスト)

「才能を覚醒させる装置としての交流」

ほか

issue lNc).5(Published:February 1998)

Contents:
′′
Aspects of Theatre Pollcy in Brltain:

Decentralisati()n and Re91onal Suppc)rt,Theatre

as a Profession′ and Encouragement of Theatre

4ヽanagennent′
′′
by Nobuko Kawashirna′

Research Fe‖ ow,(二 entre for the Study of

Cultural Policy School of Theatre Studles′

University Of vVarwick;
・Exchange Prograrrls as a Devlce to A、 へ′aken
Potential Abllities′ 'l by Kyoko lto′ dance critic

and iOurnaliSti

and other articles
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事業日議
Review of Activities

1997年 Ylear 1 997

レ
ト
ト

4月 16日

審査委員会

4月 21日

シンポジウム「文化支援の展望―公的・民間支援の可能性」開催

5月 15日

第12回理事会 (1996年度事業及び収支決算報告の作、1997年度助成事業の

件、1997年度収支予算変更の件、評議員選出の件、副理事長選出の件)

第12回評議員会 (1996年度事業及び収支決算報告の作、1997年度助成事業

の作、1997年度収支予算変更の件、役員選出の件 )

5月 16日

1997年 度助成決定通知

5月 27日

1997年 度助成対象者面接開始

6月 6日

副理事長新設

6月 11日

文化庁に1996年度事業報告書及び収支決算報告書、1997年度事業計画書及

び収支予算報告書提出

7月 20日

『viewpoint』 3号発行

7月 29日

第3回制作実践セミナー

7月 31日 ′ヽ・8月 27日

トライアングル・アーツ・プログラム (アメリカ)

9月 15日へ′10月 13日

トライアングル・アーツ・プログラム (インドネシア)

10月 14日～11月 11日

トライアングル・アーツ・プログラム (日本)

10月 29日

第4回制作実践セミナー

11月 4日

1998年 度《現代演劇・舞踊助成》募集開始

11月 30日

『viewpoint』 4号発行

1月 22日 ′ヽ′2月 7日

ロイヤル・ナショナル・シアター公演「オセ回一」

2月 6日

第5回制作実践セミナー

2月 27日

1998年 度助成申請締切

2月 28日

『viewpoint』 5号発行

3月 17日

第13回理事会 (1998年度事業計画及び収支予算の件 )

第13回評議員会 (1998年度事業計画及び収支予算の件)

3月 31日

文化庁に1998年度事業計画書び収支予算書提出

April 16

Evaluation and Selection Committee meeting held
April 21
"Public and Private Cultural Support - The New Alliance" symposium held
May 15
12th Board of Directors meeting (Agenda: report on 1996 activities and
settlement of accounts; proposal and discussion on 1997 planned
activities and proposed budget, selection of trustee members, selection of
vice chairman)
12th Board of Trustees meeting (Agenda: report on 1996 activities and
settlement of accounts, proposal and discussion on 1997 planned
activities and proposed budget, selection of Board of Directors members,)
May 16

Notification to applicants on 1997 grant selection results
May 27
lnterviews with 1997 grantees begin
June 6
Position of Vice Chairman authorized by the Agency of Cultural Affairs
June 1 l

Reports on 1 996 activities and settlement of accounts, and on 1 997 plans
and budget submitted to the Agency for Cultural Affairs
July 20
The third issue of the Foundation s newslettet viewpoint, is published
)uly 29
Arts lv4anagement Seminar Session 3 is held
July 31-August 27
Triangle Arts Program takes place in the U.S.

September 1 5-October 1 3

Triangle Arts Program takes place in lndonesia
October 14-November 11

Triangle Arts Program takes place in Japan
October 29
Arts lt4anagement Seminar Session 4 is held
November 4
Application period begins for '1998 Contemporary Theater and Dance
Grants
November 30
Publication of the fourth issue of rzlewpornf

Year 1998

January 22-February 7
Royal National Theatre performs Othello at the Ginza Saison Theatre in
Tokyo (Sponsored by the Saison Foundation)
February 6
Arts N/'lanagement Seminar Session 5 is held
February 27
Deadline for 1998 Grants
February 28
Publication of the fifth issue ol viewpoint
March l7
13th Board of Directors meeting (Agenda: proposal and discussion on
1 998 plans and budget)
1 3th Board of Trustees meeting (Agenda: proposal and discussion on
1 998 plans and budget)
March 31

Submission of 1998 plans and budget to the Agency for Cultural Affairs

11998年
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会計報告
FllanCial Repon

収支計算機 1997年4月 1日～1998年3月 31日
STATEIMIENTI10FII舞饉VENじ ES,EXPENSES from Apri11,1997 to March 31,.1998 単位:円ノin yen

I 収入の部 REVENUE
1.基本財産運用収入

2.運用財産運用収入

lnvestment income from endowment
lnvestment income from operating fund

127,991′ 135

62,561,171

100,000,000

28′ 290,144

98′ 690

10,390,431

3.運用財産収入 Contributions

4.賃貸収入 lncome from lease

5.雑 1又入  Misce‖ aneousincome
6.繰入 :金:収入  income transfered from spe(lal account

当期1又ワ|こ:キ言十 Net¬otal Revenue 329,331,571

前期繰越収支差額 Balance Brought Forward 280,656′980

収入合計 Balance Brouqht Forward 609,988,551

I I支出の部 EXPENSES
1.事業費 Pro9ド am Services

(うち助成事業ノ現代演劇・舞踊 Grant Programs/COntempOrary Theater and Dance Grants)

(うち助成事業/特別 Grant pr。 9ramダ special Prolects Suppon Grants)

(うち自主製作事業 Sponsorship Pro9rams)

2.管理費 Generai managment
3.繰入金支出 Expenses transferred from special account

314,777′211

(99,000,000)

(49′ 430,179)

(104,140′ 747)

109,123,409

10,390,431

当期支出合計 ¬otal Expenses 434,291,051

当期収支差額 FUND BALANCES ∠:ゝ 104,959,480

次期繰越収支差額 BALANCE CARRIED FORWARD 175,697,500

慇

瞥
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理 型 里

I 資産の部 I ASSETS
l.流動資産 ||ICI″ ent Assets
‐
現金預金
‐‐Cbsh                               5,755,781

未収収益等 Accrued revenue                      13,512,679
有価証券等 Marketable securities                     160,549,954
流動1資産合言十 TOtal current assets                           179,818,414
2.固定資産 Fixed assets

基本財産 Endowmentfund
有価証券 Marketable securities                     4′ 500,000,000
」:ナ也  Land                                                       2,254,915,150

基本財産合計 TOtal endOwment fund                   6′ 754,915,150
その他の固定資産 Other fixed assets                   3′ 655′ 611′ 968
固定資産合計 TOtal fixed assets                      10,410,527,118
資産合計 ■otal Assets 10,590,345,532

Π 負債の部 L:AB:LIT:ES
負債合計 ■otai Liab‖ ities 8,611,414

Ⅲ 正味財産の部 NET ASSETS
正味財産 Net assets

(うち基本金 Endowmentfund)
lncrement of assets)

10′ 581,734,118

(6′ 754,915,150)

(△ 1241257′ 578)(う

■otal Liabliities and INet Assets 10,590,345′ 532
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38    99,000′ 000206

Dance Grants
1987-93

1994

1995

1996

1997
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資金助成の概況
Summan/of Financia:SuppO戯

数
ｄ
坐

件
占

旧

成
も
“

助

ｕｎ
ｎｔ‐
ｎ
“

分 野

category
申請件数
number of
applications

助成金額 (¥)
grants in yen

608      186   718,361,000

351 46   128′ 643,000

227       40   100,000.000

207 43   110,500,000

特別助成
Speciai Prolect Suppott Grants

面

倒

＝

1987-93        114       75   397′ 745′ 000

1994           14       12    31′ 350′ 000

1995 13 9    27,830.000

1996 8 6    17,394,000

997 12 12    49,430′ 000

累計 tota1      161      114 523,749,000
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役員・評議員名簿
1998年 3月 31日現在
(五十音順)

理 事 長

堤  清二
セゾンコーボレーション会長

副理事長

絹村  和夫
セゾンコーボレーンョン副会長

常務理事

八木  忠栄
セゾンコーボレーション文化室長

理  事

生野  重夫
セゾン生命保険相談役

石川 六郎
鹿島名誉会長

片山  正夫
事務局長兼任

河竹登志夫
日本演劇協会会長・早稲田大学名誉教授

本田  宏
新国立劇場運営財団理事長

佐野文―郎
内外学生センター会長

白洲 正子
著述業

永井 道雄
国連大学協力会理事長

羽倉 信也

平岩 外四
東京電力相談役

本野 盛幸
元駐仏大使

山崎 富治
山種美術財団理事長

監  事

伊藤 醇
中央監査法人代表社員。公認会計士

堤 麻子

原後 山治
弁護士

評 議 員

朝倉 摂
舞台美術家/劇場コンサルタント

阿部 良雄
上智大学文学部教授・仏文学者

生野 重夫
セゾン生命保険相談役

植木 浩
ポーラ美術振興財団理事

宇佐美昭次
セゾン劇場社長

小田島雄志
東京芸術劇場館長・文京女子短期大学教授

川上 浩
ヤマハ顧問

川口 幹夫
日本放送協会顧問

絹村 和夫
セゾンコーボレーション副会長

紀国 憲―
国立学園理事

小池 ―子
武蔵野美術大学造形学部教授

後藤 茂
ファミリーマート社長

近藤 道生
博報堂代表取締役

三枝佐枝子
日本女子大学理事

三枝 成彰
作曲家

佐治 俊彦
SSコミュニケーンヨンス社長

高橋 昌也
銀座セッン劇場芸術総監督

高橋 康也
昭和女子大学教授

国 伊玖磨
作曲家・日本芸術院会員

遠山 一行
新国立劇場運営財団副理事長

中原 佑介
美術評論家・京都精華大学教授

中村雄二郎
哲学者・明治大学名誉教授

西村 恭子
京都府公安委員

野村 喬
演劇評論家

水落  潔
演濠1言平論家

宮本 保孝
全国信用金庫連合会理事長

山口 勝弘
神戸芸術工科大学教授・メディアアーティスト

山崎 正和
東亜大学大学院教授・評論家・劇作家

山田 晶義
パルコ会長

―柳 慧
作曲家・ピアニスト

伊夫伎―雄
東京三菱銀行相談役
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Board of Directors
and¬rustees
as of March 31,1998
maゎ力abθ ricaノ Odθ′

CHAiRMAN

Seili TSutSumi
Oa′′man′ 力

`ο

n ⑭rρ O″めn

ViCE CHAIRMAN

Kazuo Kinurnura
′,ce Cわ a′ rman′ Sa′sο n 6ο rρ O′

'|′

oη

MANAG:NG D:RECTOR

Chuei Yagi
Dにこο4Cυ′

`υ

綸′Secめn′ 免
`ο
η ⑭rροrar,Oη

DIRECTORS

Nobuya Hagura

Ga:shi Hiralwa
α)υnse′οι五わeb々yο [′ec″ ,cわ″er Co′ わc

Shi9eo ikuno
スd′′sot Sa′ son ι′た′′,sυ

"η
ce Gο ′L`d

Rokuro lshikawa
Chairman, Kajima Co.

Masao Katayama
Secretary-General, The Saison Foundation

Toshio Kawatake
Cわ a′ r″ lan′ プaρan五わeatreス″sスssoc,at,ο ρ′Prο fessOr fmer′

"s′四aseda t′′1′にrs,ry

Hiroshi Kida
″es,deに ′Ve″ 1喘″Oρ a′ 乃eat′e bkyο

Moriyuki Motono
Former Japanese Ambassador ta France

Michio Nagal
[χecυ″Иe D′ Fcわι五わeノaρan FOυ ndar,Onあ ′めe υρ′

“
d

Na′οnS υρ
'唆

rS′ν

Bunichiro Sano
President, Center for Domestic and Forcign Students

Masako Shirasu
Nοレe′
`rand[ssay,st

Tomili Yamazaki
Cわ a′ rman′ 治maianeス√

`め
υηοaあη

AU DiTORS

Sanji Harago
Attorney at Law

Jun lto
Managing Partnet Chuo Audit Co.,, Certified Public
Accountant

Asako Tsutsumi

TRUSTEES

Yoshio Abe
prοたssο
`ぬ
cυ′ν oFL′ re●

“
é′ Soρわ,at′ nア、′e6,ν

Setsu Asakura
乃eater Des′9ner and GOnsυ ′tant

lkuma Dan
GOmρ Ose″ ルをmber O/め eスイスcademy Ofノaρan

Shigeru(3oto
pres,dentand Ch′

eF ttecυ t′唆0“cer島
"′
ヶMa″ 6ο ′ιd

Kazuo lbuki
Cουnseあろめη々ο/b々γO― M′ tsυb′s″′11d

Toshi lchiyanagi
Comp5er and Pianist

Shigeo!kuno
ハd′′SOr Sa′ SOn l'た わsυ

"nce Gο
′L`d

Mikio Kawaguchi
Advisa, Japan Broadcasting Corporation

Hiroshi Ka、へ′akaml
スdソ′serめ Oヽmaわ a Cο′ムιd

Kenlichi Kinokuni
D′recめ

`κ
υ′,′ racわ ,cakυ en fdυ ca`′ορa′ゎυηめr′On

Kazuo Kinumura
Vice Chairman, Saison Corporation

Kazuko Kolke
2つFess04 Mυ sasわ

"0ハ
″υρルers,ν

Michitaka Kondo
Reρrese“a′にD recror oFtわ e θοa“Iわり々υわοdO′nc

Yasutaka Miyarnoto
P′eS′ de′ そヽ′|″,e Zensわ ′,′でη βank

Kiyoshi Mizoochi
Theater Critic

Yusuke Nakahara
Aft Critic, Professot Kyoto Seika LJniversity

Yujiro Nakamura
Philosopher, Professor Emeritus of i,4eiji University

Yasuko Nishirnura
κyοわρreた c“ρ′ρυb″cS∂た″CοmmSS′οner

Takashi Nomura
Theater Critic

Yushi Odashima
D″edο FCenea4 b々 /O Mefroρ O′′ねρハ″Sοace

Shigeaki Saegusa
Composer

Saeko Saigusa
Director, Japan Women s University

bshihiko Saji
ρres′ dent′ SS COmmυη′ca`Ю ns,わ c

Masaya Takahashi
スrrstκ D′ rec`οι 6′ηza sa`οηァゎeatre

Yasunari Takahashi
Professor, Showa Women's U n iversity

Kazuyuki Toyama
Deputy DirectotrGeneral, New National Theatre, Tokyo

Hiroshi Ueki
D′recto`POカ ス■月ουndat,on

Shoji Usami
P´es dent sa′ son T′ ,carre′ ι

`d

Masayoshi Yamada
Cわ a′ rman′ Paκο 6o,1`d

Katsuhiro Yamaguchi
Professor, Kobe Design University; Media Artist

Masakazu Yamazaki
Professor, Graduate School, East Asia University; Critic,.
Playwright
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セゾン文化財団では、現代演劇・舞踊助成への申請を募集しています。

1999年度助成の対象となるのは、1999年 4月 から2000年 3月 までの1年間に行

われる活動です。募集要項および申請書は1998年 10月 より配布いたしており

ます。ご希望の方は下記事務局までご請求ください。

お問い合わせ :

財団法人セゾン文化財団 事務局
〒104‐ 0031

東京都中央区京橋 1‐ 6‐13

アサコ京橋ビル5F

T[三 L103(3535)5566

FAX:03(3535)5565

Application lnformation for Contemporary Theater and Dance Grants

Grants for 1999 will be made for projects scheduled to take place at
any point during the year between April 1, '1999 to March 31, 2000.
Application guidelines and forms are available from October 1998.
Please make inquiries to:

THE SAISON FOUNDAT10N
l-6-13iくyobashi′ Chuo― ku′ Tokyo 104-0031,」 apan
TEL:+813(3535)5566
FAX:+813(3535)5565

Cover Photo:
From the 1997 Triangle Arts Program Project in Dance in Tokyo
photo by Koichiro Saito

セゾン文化財団

設立年月日:1987年 7月 13日

主務官庁 :文化庁

基本財産 :6,754,915,150円 (1998年 3月 31日 現在)

事務局

事務局長 :

片山正夫

事業部 :

久野敦子(プログラム・ディレクター)

福冨達夫(プログラム。オフィサー)

稲石奈津子(プログラム。オフィサー)

岡本純子(プログラム・アシスタント)
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社 ■‖青勢  ●ブラックマンデー、全世界で株式市場大暴落 ●米大統領選、フッシュ副大統領当選
●竹下内閣誕生             ●イラン・イラク戦争停戦

ヨ諦荷コ

“

ヒ,こ1震ツt,兄 ■銀座セゾン劇場開場

●元号、平成へ ●消費税導入
●ベルリンの壁崩壊
●海部内閣成立

■第1回東京国際演劇祭開催

●バブル経済崩壊始まる

●ドイツ統一

●イラク、クウェートに侵攻

場所の提供

情報・ノウハウの提供

●1月、湾岸戦争勃発。2月終結
●宮沢内閣成立

●米大統領選、クリントン氏圧勝当選

■文化庁在外研修制度に
アートマネジメント部門の派遣が加わる

■文化経済学会発足

●細川連立内閣成立 ●羽田内閣成立

●村山内閣成立
●阪神大震災
●地下鉄サリン事件

●橋本自民党総裁、首相就任

●米大統領選、クリントン氏再選
●香港返還

●アジア通貨暴落

■芸術文化助成財団協議会設立
■助成財団資料センター財団化

演劇界の状況調査開始

■経団連社会貢献部創立

■大阪コミュニティ財団設立

(日本初のコミュニティ財団)

■ (財 )地域創造設立 (自治省)
■日本劇作家協会発足
■ (財 )国際文化推進協会設立

■第1回芸術見本市開催

トライアングルアーツプログラム (TAP)
プロジェクトイン ダンス、1
・日本・米国・インドネシアを結ぶ集中的な個人交流フログラム
・ダンサー、振付家、マネジャー、批評家らが参加

共同創造活動
プログラムヘ

スタジオ助成
プログラム開始

セゾン文化財団
ワークショップ '94～'95開催
|くARASとの共1司企画i _____

奨学生による

留学報告②
アーツマネジメント
留学研修プログラム開始

森下スタジオ       シンポジウム
開館記念シンポジウム開催 [賞l準 9ための場作りとは」
「日本型 アー トマ ネ ジメントの展具と    日fl■圧
2]世紀 の劇 団経 営 」         '…

.~

演劇制作者
研修セミナー開催
農応大学 アー トセンター との共僣 による

国際共同公演ヘ

の助成開始

■慶応大学アートセンター設立

関西に申請窓口を設置

創造環境整備
プログラム開始

編入

奨学生による

留学報告①

■アーツプラン21開始 (文化庁)

年間助成プログラムを拡充

芸術創造プログラムを開始
・最長6年間の助成を可能に
・事業評 価 をシステム化

研究助成本格化
政策提言など指定テーマに沿つた調査研究

成果発表の場として

ニュースレター
vievvpoint膚ヨ]干」
演劇教育、芸術支援政策、アーツマネジメント、

国際交流を巡る議論の場を提供

■新国立劇場開場
■世田谷パフリックシアター開設
■NPO法案提出
■「演劇人会議」発足

した

d暉目■
E畷融饉五颯絋鉤額目躙閣は漑鋼||||1圏目||

演劇助成を中心       「現代演劇・舞踊助成」
とした活動へ        「キ寺別助成」の2部門制へ
美術部門を (財 )セゾン現代美術館へ移管   :現代舞踊の申請急増を受け

舞踊も助成対象に

「演劇・舞踊助成の評価と課題」
調査およびアンケートとインタビュー

による活動レビュー

優れた芸術団体の創造環境の

改善と運営基盤の強化が急務

年間助成プログラ

試験的に開始
・芸術 団体の運営を、

ム

者団体 3年間にわたり支援
演劇分野では日本で初めての試 み

トライアングルアーツプログラム (TAP)
プロジェクトイン ダンス②  国内助成プログラムと

国際交流助成
プログラムを分離

弓尋干り化

瓢■目■■■l■l■l脚赳 曖圏國囮冒■ :腰1■MI■目1■I■
|

財国の活動

月、セゾン文化財
えた。振り返ると

のような

助成事業を

文化庁より設立許可
  億 燿 罵 P認藁Lの 3部門でスタート

統 合

コロンビア大学奨学生
派遣開始
米国コロンビア大学ティーチャーズカレッジ
アーツアドミニストレーションプロクラムヘ

毎年 1名を派遣

海外招聘公演の

自主製作を開始

制作実践セミナー開始
若手の演劇・舞踊制作者を対象とした連続セミナー

実務面での共通の問題を議論

'95
ロイヤルシェイクスピアカンパニー
「恋の骨折り損」
(銀座セゾン劇場 )

'96
ロイヤルシェイクスピアカンバニー
「夏の夜の夢」
(銀座セゾン劇場 )

Vo1 3

「芸術団イ本の

法人化」      :

.97

ロイヤルナショナルシアター

「オセロー」

饉 座セゾン劇場 )

VoLl
「海外公演の
実施と問題点」

Vol.2
「ワークショップ
活動の可能性」

Vo1 4  ‐
「現代舞踊―の

活性化に向けて」

Vo1 5

「地方公演の
ルート作り」

'90
マギー・マラン・カンパニー
「レボルシオン」
(銀座セゾン劇場)
'90
ピーター・フルッタ演出
‐「テンペスト」‐|(銀座セゾン劇場)

'92
スティーフン・バーコフ演出

.「サロメ」「審1判」」___‐

(銀座セゾン劇場 )
'92
モスクワ・タバコフ劇場

「わが大地」「平凡物語」
「検察官」

(パルコ劇場 /神戸文化小ホール )

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

‐'94
ロイヤルシェイクスピアカンパニー

「冬物語」
(銀座セゾン劇場)

□ 美術

□ 特別

□ 現代演劇・舞踊
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公演協賛型支援、施設建設型支援への偏り

ワークショッラ

(単位 :件 /千円 )

年度

I 助成金額 資産総額

現代演劇・舞踊 特別 美術 現代演劇・舞踊 特別 美術

1987

1987 1 1
■■ 10,000

(設立時基本財産) 2,645,000

4,189,784

1988 23 ‐‐   4 133,475 10,500 9,309,604

1989 8 174,680 45,226 37,863 13,868,Oo0

1990 31 12 60,703 119,438 30,000‐ 11,114,440

1991 27 20 115,280 64:465 11,142,605

1992 35 17 120,973 85,616 11,068,145・

1993 46 113,250 62,500

1994 46 12 128,643 31,350 ■ 10,590,752

.11‐995 40 1091900 27,830 10,679,300

1996 43 110.500 17,394 10,723,193

1997 38 12 ■ 99,000 49,430 ‐..‐ 110,590,345

累計 ‐  353 ‐1■4 15 1,156,504 523,749 118,863

■■

325

●
一一・一一一一

瑯口皿

30

饉 目

(財)セゾン現代美術館に

ご ざ ご ざ ご ざ ご ざ ご ご ざ ご ござごずがごござござぴご

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998

基本方針
◎現代性の重視
◎若手世代の重視
◎国際性の重視

■企業メセナ協議会発足
■芸術文化振興基金設立 (文化庁 )
■経団連1%クラフ設立
■国際舞台芸術交流センター(PARC)設立
■水戸芸術館開館

■東京芸術劇場開場

S

資金提供のみでない複合的な支援体制へ

助成件数

東京、江東区に

森下スタジオ開館

日

セ

助成金額

50,000

「
Ｉ
Ｊ

〓
Ｈ

」うボ !ノーラヨツの

件数

‐10,000

41,000

24

15 10,697,350

瓢
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Social events

Arts and Culture
Suppod Related Events

aBlack N/onday and worldwide stock market
crash
a lnauguration of the Takeshita Cabinet

aU.S. Vice President George Bush wins the
presidentia election
aCease-fire of the lran-lraq War

aHeisei Era beglns
aA three percent consumption tax is
ntroduced in Japan
aThe Berlin Wallfalls

,_ . a lnauguratim_ol-!9I9,tu tgql"t

aThe "bubble economy" begins to collapse in
Japan
aUnificatlon of Germany
alraq invades Kuvr'ait

OThe Gulf War breaks out in January and ends
in February
O lnauguration of the Miyazawa Cabinet

●Bi‖ CInton dereats George Bush inじ S
presidential election

a Prime l\,4in ster Hosokawa heads the Non-
LDP coalition Cabinet

alnauguration oI the Hata Cabinet
Olnauguration of the Murayama Cabinet

OGЮat Hanshin‐ Awali Eathquake
OTokyO Subway Sarh Caslncident

aFyutaro Hashlmoto becomes Prime Mlnlster
o{ Japan
aU.S. President Bill Cl nton s re-elected for a
second term

O Hong Kong is reverted to Chinese
sovereignty
aAsian currency crash

■The l

a“ists,

for the

IGinza Saison Theatre opens in Tokyo IAssociation of Foundation for Afts and
Culture is established in Japan
IThe Japar I oL_oarior Ce_ter. o seruice
organizatlon for grant-maklng f oundatlons.
becomes a foundation

ResHrch on the situation and problems
within the Japanese theater scene is put
into action

Support to collaboration proi@ts is
emphasized

professionals involved in performing arts

lThe Flrst Tokyo lnternational Theatre Festival
ls held

IAssociation for Corporate Support for the
Ads is founded
IJapan Arts Fund is established
I | ^e heioa.ren (l eoerario^ of fcoaomrc
Organizations) One Percent Club is eslabl shed
aThe Japan Center of the Pacific Basin Arts
Communication rs established
IA'l Tower IVIto opers 11 IMrto. lDarakr

in perfoffiing

perfoming arts is emphasized

The Foundation begins sponsoring
perfomances in Japan by oveEeas
artists and mmpanies

,90

Compagnie Maguy Marin
perfoms "Eh, qu'est-ce que qa
m'rait a moi ! ?" at the Gina
Sai$n Thea:re in Tokyo
,9o

Peter Bmk's "The Tempest"
perlomed at the Gina Saison
Theatre

IThe Federation of Economic Organization,
Corporate Philanthropy Department is
established
IThe Osaka Community Foundation (the {irst
community foundation in Japan) is established

GHnts awarded to wor*shop pmi*ts incrcase

lThe Aqencv of Cultural Affairs beqlns to
accept applications regarding studies and
internships at overseas arts management
institutions
IJapan Assocralro^ ro'CuitJrd Econor cs is
founded

I Research Center lor rhe Arts and Arts
Admhistration d Keio univ● 、ity,To,WO,is

lJapan Foundation for Regional Art-Aciivities
(N.4inistry of Home Afiai6) is established
IJapan Playwriohts Aseciation is founded
IACE JAPAN (Japan Association for Cultural
Exchange) is ,ounded in Tokyo

Triangle Arts Prcgmm (IAP) Preject in
Dan@ |
An exchange program for individuals, linking
Japan, the U.S., and lndonesia. is launched
with padiclpation of dancers, choreographers,
manaqers, crit cs, etc. from the three nations

Establishment of the Collabomtion with
Japanese Artists Prog€m

Periormino Arts Market, a trade fair by
organizations, and corporations, s held
first time in Japan

IAds Plan 21 , an extensive suppo,t system for
the peform ng ads in Japan, is put into effect
by the Aqency for Cultural Affairs

IThe New National Theatre Tokyo opens
lSetagaya Public Theatre opens in Tokyo
IThe Non-Profit Organization (NPO) bill is

introduced to the Japanese diet
ITheatre lnter Action is established

established

(incorporated into the above prog€m)

First public oEl reFort
meeting on the Teach66
College, Columbia Univercity
Scholarship progEm by a
tormer grentee takes place
in Tokyo

Activities of
the Foundation

fresh and creative actions in which the Foundation's comments
and proposals were reflected, lhrough its work ol providing
support mostly to contemporary Japanese theater and dance.
The activities tisted here are the Foundation's streams ot
consciousness and discussions of the past ten years,

The Foundatio薔 initiates a●●rnpound suppo)rt stコロcture by addi,19
。ther nlethOd.s of Supp● rt to lts previouS urantS‐ Oniy prograrilS

Cultivation ol professionals in the arts management field
beomes a c(mcem of the Foundation

Providing working and reheaHl space

Prcviding infomation and kw-how
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Gmnts are awarded for the fi61 time
the Foundation to intemational
colftaboBlive perfomancB

The Columbia Unive6ity ScholaEhip.
Pro€Em is established
Under this proqram. a grantee is awarded a
scholarship each yearto study at the Ads
Administratlon Program at Teachers College.
Columb a Un vers ty in New York

The Creative Environment lmprovement
Prcgram is initiated

Tokyo

The Studio Rental program is initiated

As an event to celebmte tie opening of
Morishita Studio, the Foundati(,n
sponmre a sminar tiued
"Arts Management - ln S€rch of its
Japanese Style"

The foundation co-hosts an arls
managmfit sminar tor theatre

with the Keio UniveBity's Research Center for
the Arts and Arts Admrnistration

(integrated into the Artistic Creativity
Enhancement Program)

The Foundation ho6ts a aympcium titl,ed
"ld€l Envircnmst for Creative Ac.tiviti6"

,95
The Royal Shakespea.e Company
perfoms "Love's Labour's Lost"
at the Ginza Saison Theatre

The Artistic Creativity Enhancement
Program, an amplified and renewed
veEion of the Administrative Support
Progmm, is inaugurated.
Due to this renewal, grantees oI this program
bsome entitied to rtreive gmts up to six
years maximum
Eva uation ol the Foundat on s grant-making
activities systematrzed

Commissioned Research Prcject grant
progEm starts off icially
by inviting research projects relaled io themes
designated by the Foundation, such as policy
proposals

To present the results ot the research
proiects to the public:

The firet isue of the Foundation's
newsletts vieulpoinf is published
as a medium to discuss issues on theatrical
education, support to the arts,
arts management, and nternationaL exchanqe

"Arts Mamgement Seminar Sessions"
b€gins
A seLqq of -q,e-Fileqbrfguglbg4Etand

・“

絆

―

，

by..

The lSaison Foundation VVorkshop'94‐ '95
‐            ‐.‐ ‐..‐ ‐‐‐‐‐takes place at Monshtta Studio

as a collaborat:ve project with K′ Rヽ′ Sヽ

Second public oral report on
the Teacherも Col:ege,
Columb:a Univo棗 ,ity
Scholarship program by

The internatiOnal Study prograin in A,ts        former grantees takes place
Management is established                   in Tokyo

viewpoint becomes published on a
quarterly basis

dance company managere hosted by the
Foundation at which practical issues and
problems common to the participants were
d scussed

'92
Steven 13erkoffis``Sal● :1le,''``The

T"al''perOrined at the cinza
Sat●on Theate    ‐‐
'92
Moscow Tabakov Theatre
perorms“ nFy Big Land,''

“ordiia″
‐sb″ ,"“ The

prosecutOr'at the Parco Theatre

in Tokyo and atthe lくobe lBunka
Seagull Hal:

250,000

200,000

150,000

100,000

Session l: Session 2l
"Organ:zing Overeeas "Workshop and
PerfomanceTou6" ResidencieF

Coopeation with
Local Govemments"

Sesion 3:
t'How to lncorporate
an Artistic
Organiation"

'97
The Royal Nlationa:Theatre's

“Othe‖o''at the Cinza Saison
Theatre

Sessi● n4:

to Activate
the ConlempoEry
Dance Scene"

Se$ion 5r

"CHting Networks
for Domestic
Pertomance T@re"

'94
The Royal Shakespeare Company
pedoms "The Winter's Tale" al
the Ginza Saison Thealre

16,000,000

14,000,000

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

,96
The Royal Shakespeare Company
pertoms "A Midsummer Night's
DHm" at the Ginza Sai$n
Theatre

thousands) Yen Yen
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Number ol GEntees Grants {in thousnd yen}
Total Assets

Theitrafd Dance 鶏∬
r° eCt

1987

1987 1 1 10,000 10,000

En&$ffitro.6srabrid,n,sr 2,645,000

4,189,784

1988 23 ‐ 2 133,475 10,500 41,000 9,309,604

1989 24 7 174,680 45,226 37,863 13,868,000

1990 31 12 60,703 119,438 30,000 11,114,440

1991 27 20 115,280 64,465 11,142,605

1992 35 120,973 85,616 11,068,145

1993 46 15 113,250 62,500 10,697,350

1994 46 12 128,643 31,350 10,590,752

1995 40 100.000 27,830 10,679,300

1996 43 6 110,500 17,394 10,723,1‐ 93

1997 38 12 99,000 49,430 10,590,345

353 114 15 ‐
1‐ 1156,504 523,749 118,863
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1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998

Basic principles:
To glpport the
To support the of a■ists

To support artistic actil′ ities 熙
suppon to the per‐ 。

"ning

観遷整墨
‐‐
‐‐       ‐

|・

‐
|・■・・・■‐‐ ‐|‐ ‐.

to short-tem
and to th6

arls in Japan inclines
to

of the A
opens

「 The First Decade of
the Salson Foundation
The Saison Foundation celebratedl its tenth anniversary in Ju:y

course from the summit of the prosperous I'bubble economy" lo

active support to the arts by Japanese corporations from the

theater construction projects throughout Japan, Unfortunately,

seasons of hardships. From the perspective ot the support

period of great significance in which many improvements were

Total Assets
300,000

Grants

Triang:oA蔵 S PЮ gram「AD p"ject in
Dance ll

the Agency of Cultural
13,

on pbviding support to the Programs are divided into domestic
international programs
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